
甘い香りに包まれて

温室の中は一足早い春

松戸新田　 渋谷 秀樹 さん

恵美子さん

ランの栽培は千葉市の高木ナーセリーで２

年間、みっちり仕込まれました。そのかいあ

って、経営は最近やっと軌道に。

夢は、みんなに認められた自分だけのオリ

ジナルのランを作ること。早く実現したいで

すね。

暦
の
上
で
は
１
月
2
0日
が
大
寒
（
だ
い
か
ん
）
で
、

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
。

し
か
し
、
温
室
の
中
で
は
ラ
ン
の
花
が
咲
き
誇
り
、

一
足
早
い
春
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

「
世
界
ら
ん
展
日
本
大
賞
」
で
二
年
連
続
の
入
賞

を
し
た
渋
谷
秀
樹
さ
ん
は
、
二
棟
の
温
室
で
カ
ト
レ

ア
、
胡
蝶
ラ
ン
を
中
心
に
栽
培
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
カ
ト
レ
ア
は
「
ラ
ン
の
女
王
」
と
呼
ぱ
れ
、

鮮
や
か
な
色
彩
と
甘
い
香
り
は
、
女
王
の
名
に
ふ
さ

わ
し
い
気
品
と
優
雅
さ
を
秘
め
て
い
ま
す
。

渋
谷
さ
ん
が
愛
情
を
込
め
て
育
て
た
カ
ト
レ
ア
の

鉢
は
、
市
場
に
出
荷
さ
れ
、
私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。



国の重要文化財指定記念

真田貝塚出土品展

新
助
役
に

昨年 ６月 、 市内 幸田 （こう で ）貝 塚 の出土 品 が、 一括し

て国 の重 要文化 財 に指 定さ れまし た。こ れを 記 念し て、 ２

月12 日 まで市 立 博物 館で、 出 土品 展を 開催し て いま す。

（ 今 回 は、 指定を 受け た 出土品 、 全266 点 が公 開さ れま す。

う ち100 点余り の 土 器は、関東 地方 から 東北 地方 一円 に広 が

る多 種多 様な 縄文 土 器群 の代 表的な も ので 、 縄文土 器の 研

究上欠かすことのできない責重な資料です。

飯

田

直

彦

氏

飯田 直 彦氏

1
2月
定
例
市
議
会
で

、
新
し

く
市
助
役
に
飯
田
直
彦
氏

が
選

任
の
同
意
を
受
け
ま
し
た

。

飯
田
助
役
は
、
昭
和
2
9年
５

月
生
ま
れ
の
四
十
歳
。

昭
和
5
5年
建
設
省
に
入
省
。

同
省
住
宅
局
建
築
指
導
課
長
補

佐
、
和
歌
山
県
土
木
部
建
築
課

長
、
建
設

省
建
築
研

究
所
企
画

部
企
画
調
査
課
長
な
ど
を
歴
任

し
、
平
成
４

年
８

月
か
ら
松
戸

市
建
設
局
長
を
務
め
て
い
ま
し

た
。川

井
市
長
の
補
佐
役
と
し
て

、

ま
す
ま
す
力
量
が
発
揮
さ
れ
る

も
の
と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

小川忠博撮影

会

期
・：

２

月
1
2
日

旧

ま
で

※
毎

週

月

曜
日

と

１

月
2
7
日

麕

は

休

館

会

場
・：

市

立

博
物

館

企
画

展

示

室

費
用
・
：
無

料

〔

展

示

概

要

〕

剛

幸
田

貝

塚

に
つ

い

て
・：

長

期

間
に

わ
た

る

発

掘

調
査

に

よ

っ
て

明
ら

か

に

な

っ

た

幸
田

貝

塚

の

全

貌
（
ぽ

う
）
に
つ

い
て

解
説

し

ま

す

。

叨

幸
田

貝

塚

周

辺
の

古

環

境
・：

当
時
の
人
々
の
生
活
の
舞
台
と
も

い
え
る
、
貝
塚
周
辺
の

自
然
環
境

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す

。

圀
幸
田
貝
塚
の
土
器
・：
土
器
を

年
代
順
に
展
示
し
、
形

態
や
文
様

の
移
り
変
わ
り
、
用
途
な
ど
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。

倒
幸
田
貝
塚
の
石
器
・
貝
製
品
・

骨
角
器
…
狩
猟
具
、
工

具
、
調
理

加
工
用
具
、
装
飾
品
な
ど
の
生
活

用
具
を
展
示
し
ま
す
。

固
市
立
博
物
館
昔
8
4－
8
1
8
1

番

行

政
リ

ス
ト

ラ

市

民
会

議

一

幸

田

二
丁

目
に

所

在

す

る
縄

文

時
代

前

期

（
約

六

千

年

前
）

の

貝

塚
で

す
．

範
囲

は

約

五
万

二

千

平

方

に

及

び

、

昭

和
4
6
年

か

ら
平

成

３

年
に

か

け
て

、
市

教

育

委

員

会
に

よ

っ
て

計
十

五

回

の

発

掘

調
査

が

行

わ

れ

、

約
八

千
平

方

μ

を

調

査

し

ま
し

た

．

そ

の

結

果

、
百

六

十

一

軒
の

住

居

跡

と

大
量

の

土

器

や
石

器

が

発

見

さ

れ
い

縄

文

時

代

前

期
で

は

全

国

中
間
提
言
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

市
民
の
視
点
か
ら
行
政
運
営
を
見
直
す
「
松
戸
市
行
政
リ
ス
ト

ラ
市
民
会
議
」
が
昨
年
1
0月
７
日
に
十
五
人
の
市
民
で
発
足
し
、

1
2月
７
日
に
中
間
提
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
全
文
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

最
終
提
言
は
、
３

月
末
ま
で
に
ま
と
ま
る
予
定
で
す
。

昨
今
の
社
会
経
済
環
境
の

変
化
、

市
民
の
価
値
観
と
選
択
の
多
様
化
、

高
度
化
に
は
顕
著
な
も
の
が
あ
り

ま
す

。
現
状
を
考
え
る
と
、
市
民

と
行
政
の
新
し
い

関
係
を
つ

く
り

あ
げ

る
こ

と

が
緊

急
の

課

題
で

す
。松

戸
市
行
政
リ
ス
ト
ラ
市
民
会

議
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

市
民
と
行
政
の
新
た
な
関
係
、
パ

ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
の
構
築
を
基
本

と
位
置

づ
け
、
検
討
を
重
ね
て

ま

い

り
ま
し
た
。

今
回

、
そ
の
基
本
的
な
方
向
に

つ
い
て
意
見
を
ま
と
め
ま
し
た
の

で

、
中
間
提
言
と
し
て
提
出
致
し

ま
す
。
具
体
的
な
内
容
に
つ

い
て

は
さ
ら
に
検
討
し

、
最
終
提
言
に

取

り
ま
と
め
る
予
定
で
す

。

１
　

行

政

リ

ス

ト

ラ

の

基

本

理

念

と

目

的

行
政
リ
ス
ト
ラ
は
、
減
量
経
営
、

コ
ス
ト
を
低
減
す
る
だ
け
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
真
の

要
求
の
把
握
に
つ
と
め
、
仕
事
を

た
え
ず
見
直
し

、
市
民
サ
イ
ド
に

立
っ
た
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
く
こ

と
が
ね
ら
い
で

あ
る
と

考
え
ま
す
。

松
戸
市
の

人
口
は
す
で
に
四
十

六
万
余
、
全
国
二
十
七
番
目
に
位

置
す
る
大
都
市
に
成
長
し
て
い
ま

す
。
こ

の
松
戸
市
で
、
市
民
が
生

き
生
き
と
し
て

生
活
で
き
る
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
こ
と

が
、
行
政
リ
ス
ト
ラ
の
目
的
と

考

え

ま
す

。
そ
の
た
め
に
は
、
市
の

将
来
像
を
市
民
の
前
に
明
ら
か
に

し

、
ま
ち
づ
く
り
、
都
市
経
営
の

ビ
ジ
ョ
ン
の
明
確
化
と
そ
の
共
通

認
識
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

今

回

、

市
民

十

五

名

か
ら

な

る

松
戸

市

行

政
リ

ス

ト

ラ

市
民

会

議

が

設
置

さ

れ

た
の

は

、

そ
う

し

た

ま

ち

づ
く
り

の

た

め

の

政

策
の

変

革

、
取

捨

選

択
、

調

整

を

市
民

の

視

点
で

と

ら
え

直
す

た

め

と

思
わ

れ

ま
す

。

私

た
ち

は

、

市

民
と

の

開

か
れ

た

関

係
の

中

で

行

政
リ

ス

ト
ラ

を

実

施
し

て

い

く

た

め
の

、

い

く
つ

か

の

基
本

方

針

を

提
示

し

ま

す

。

２
　

行

政

リ

ス

ト

ラ

の

基

本

方

針

剛

行

政
サ

ー

ビ
ス

ーの

あ
り

方

限

ら
れ

た

財
源

の

中

で

は

、
行

政

サ

ー

ビ
ス

の

実

施
範

囲
に

は

自

（
お
の

）

ず

と

限
界

が

あ

り

、
そ

の

あ

り

方

を

考

え

る

と

き

に

は

「
公

共
性

」
、
「
公

平

性

」
、
「
効

率

性

」

を
ふ

ま

え

た
原

則

を

確

立
す

る
こ

と

が
必

要
で

す

。

ま

ず

、
市

民
の

行
政

に

対

す
る

要

求

や
期

待

を

客

観
的

に

把

握
す

る
こ

と
が

不

可

欠
で

す

。

よ

り
い

っ

そ

う
市

民

に

密

着
し

た

有

効
な

方

策

を

考
え

る

必
要

が
あ

り

ま
す

。

ま

た

、
行

政

サ

ー

ビ
ス

の

現

状
と

問

題

点
、

市

民

意

向
の

分

析

結

果

な
ど
も
随
時
情
報
提
供
し
、
市
民

の
理
解
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。こ

う
し
た
作
業
の

積
み
重
ね
に

よ
っ

て

行
政

サ

ー
ビ
ス
の

あ

り

方
、
そ
の

範
囲
に
つ
い
て
の
合
意

が
形
成
さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

叨
政
策
・
事
業
の
評
価
と
監
視

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
際
し

て
は
、
当
初
の
目
的
に
そ
っ
て
成

果
を
あ
げ
て
い
る
か
を
常
に
評
価

し
、
そ
れ
を
市
民
に
公

表
し

、
市

民
の
意
向
を
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
反

映
さ
せ
る
た
め
の
新
た
な

シ
ス
テ

ム
を
つ

く
り
あ
げ
る
こ
と

が
重
要

と
考
え
ま
す
。

同
時
に

、

行

政
リ
ス

ト
ラ

の

着
実
な
実
施
の
た
め
に

、
市
民
の

立
場
に
立
っ
て
提
言
し

、
監
視
す

る
機
関
を
設
置
す
る
こ

と
が
必
要

で
す
。

図
行
政
リ
ス
ト
ラ
の
視
点

行
政
需
要
は
、
社
会
経
済
環
境

の

変
化
や
市
民
生
活
の
変
容
に

従

っ
て
常
に
動
い
て
い
ま
す
。

Ｏ
需
要
が
減
少
し
て
い
る
場
合
に

は
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
調
整
が

必
要
で

す
。
た
だ
し
、
市
民
に

で
も
数
少
な
い
大
集
落
遺
跡
で

あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た

。

出
土
品
は

、
縄
文
時
代
の
研

究
上
高
い

学
問
的
価
値
が
あ
る

と
認
め
ら
れ

、
今
回
土
器
や
石

器
な
ど
が
一

括
し
て
、
国
の
重

要
文
化
財
の

指
定
を
受
け
ま
し

た
。現

在
、
遺
跡
の
大
部
分
は

宅

地
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
部
は

公
園
と
し
て

、
約
五
千
六
百
平

方
㍍
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
っ
て
不
可

欠
な
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
、
低
下
し
な
い
よ
う

十
分
に
配
慮
す
べ
き
で

す
。

ｏ

情
報
化
、
民
営
化

、
外
部
委
託
、

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
活
用
な
ど
に

よ
っ
て
、
コ
ス
ト
低
減
を
は
か

る
方
法
も
検
討
す
べ
き
で

す
。

○
将
来
、
大
き
な
負
担
と
な
る
お

そ
れ
が
あ
る
行
政
需
要
を
予
見

し

、
事
前
に
有
効
な
対
策
を
講

じ
る
こ

と
も
重
要
な
視
点
の
一

つ
で
す
。

最
後
に
、
市
職
員
は

、
現
在
行

っ
て
い
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

と
方
法
を
、
基
本
か
ら
見
直
す
発

想
の

転
換
が
従
来
以
上
に
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
内

外
の

関
連
情
報
を
積
極
的
に
収
集

し
、
市
長
は
じ
め
幹
部
職
員
の
よ

り
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
す
べ
て
の
松
戸
市

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

行
政
リ
ス

ト
ラ
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、
庁

内
体
制
の
早
急
な
整
備
、
確
立
を

要
望
し

ま
す
。

こ
の

中
間
提
言
へ
の
ご
意
見
が

あ
り
ま
し

た
ら
、
１

月
3
1日
㈹
ま

で
に
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
、
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
て
、

お
送
り
く
だ
さ
い
。

送
付
先
…
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三

八
七
－

五
（
砌
6
3－
3
2
0
0

番
）

松
戸
市
役
所
事
務
管
理
課

あ
な
た
の
健
康
○

入
浴
と
ス
キ
ン
ケ
ア

冬
は
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る

上

、
汗
の
分
泌
も
少
な
く
な
る

の
で
、
皮
膚
は
乾
燥
し
て
か
さ

つ
い
て

き
ま
す
。
特
に
ア
ト
ピ

ー
性
皮
膚
炎
、
老
人
性
乾
皮
症
、

皮
脂
減
少
性
皮
膚
炎
な
ど
で
皮

膚
が
乾
燥
し
て
い
る
人
が
普
通

に
入
浴
す
る
と

、
乾
燥
状
態
が

進
み
、
か
ゆ
み

が
増
し
、
就
寝

し
て
か
ら
激
し
い
か
ゆ
み
に

悩

ま
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
家
庭
で
の
入
浴
習
慣

の

普
及
に
つ

れ
て

、
こ

れ
を
利

用
し
て
ア
ト
ピ
ー・
性
皮
膚
炎
や

高
齢
者
の
皮
膚
を
清
潔
に
し

保

護
す
る
、
い

わ
ゆ
る
ス
キ
ン
ケ

ア
を
行
う
こ

と
が
盛
ん
に
な
り

ま
し
た

。

し
か
し
こ
こ
で
は
、
入
浴
の

良
い
面
の
み
が
強
調
さ
れ
が
ち

で

、
正
し
い
ス
キ
ン
ケ
ア

や
皮

膚
の

生
理
作
用
は

、
よ
く
理
解

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。

入

浴

の

乾

燥

作

用

に

注

意

入
浴
は
皮
膚
の

血
行
と
新
陳

代
謝
を
良
く
し
ま
す
が
、
同
時

に
皮
膚
の
脂
質
な
ど
の
保
湿
成

分
を
洗
い
流
す
た
め
、
保
湿
力

が
弱
ま
り
皮
膚
水
分
量
が
減
少

し
、
乾
燥
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

例
え

ば
、
四
十
度
の
湯
に
十

分
く
ら
い
入
浴
し
た
だ
け
で

も
、

一
時
間
た
つ
と
一
時
的
に
は
皮

膚
水
分
量
は
、
入
浴
前
に
比
べ

て
三
〇
％

も
減
少
し
て
し
ま
い

ま
す
。

皮

膚

に

良

い
入

浴

と

は

入
浴
の
効
果
は
水
温
や
時
間

に
よ
っ
て
違
い

ま
す
が
、
皮
膚

に
最
も
良
い
温
度
は
ぬ
る
め
の

湯
で

、
三
十
九
～
四
十
一
度
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
浴

時
間
は
短
め
に
し
、
皮
膚
が
乾

燥
し
て
い
る
人
は
、
冬
は
さ
ら

湯
の
入
浴
は
避
け
た
方
が
よ
い

で
し
ょ
う
。

さ
ら
に

、
せ
っ
け
ん
の
使
用

や
入
浴
回
数
の
制
限
も
必
要
で

す
が
、
保
湿
剤
入
り
の
入
浴
剤

を
利
用
す
る
の
も
、
入
浴

後
の

皮
膚
の

乾
燥
を
防
ぐ
一
つ
の
方

法
で
す
。

ス

キ

ン

ケ

ア

と

入

浴

剤

現
在
使
わ
れ
て
い
る
保
湿
効

果
を
目
的
と
し
た
入
浴
剤
は

、

米
発
酵
エ

キ
ス
、
ヨ
モ

ギ
エ
キ

ス
、
甘
草
エ
キ
ス
、
ニ
ン
ニ
ク

エ
キ
ス
な
ど
の
植
物
成
分
を
配

合
し
た
も
の

が
主
な
も
の
で

す
。

実
際
に
こ

れ
ら
の
入
浴
剤
を

使
っ
て

入
浴
す
る
と
、
保
湿
剤

の
入
っ
た
ク
リ

ー
ム
や
ロ
ー
シ

ョ
ン
を
外
用

す
る
よ
り
、
効
率

よ
く
皮
膚
に
浸
透
し
、
ス
キ
ン

ケ
ア
効
果
を
上

げ
る
こ

と
が
で

き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
入
浴
剤
は
治
療
を

目
的
と
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん

。
皮
膚
疾
患
が
あ
れ
ば
こ

れ
を
十
分
治
療
し
な

が
ら
、
あ

く
ま
で
も
ス
キ
ン
ケ
ア
の
た
め

に
使
う
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

（
松
戸
市
医
師
会
）

松
戸
市
行
政
リ
ス
ト
ラ

市
民
会
議
中
間
提
言

幸
田
貝
塚
と
出
土
品



川井敏久
市長室・発

新年を迎えて

受
付
日
時
・：
２

月
1
6日
水
～
３

月
1
5日
水

、
午
前
８

時
3
0分
～
午

後
５

時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

受
付
場
所
・：
市
役
所
本
館
二
階

大
会
議
室
・
各
支
所

申
告
を
す
る
人
：
平
成
７
年
１

月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
ん
で
い

て

、
平
成
６

年
中
に
所
得
が
あ
っ

た
人
や
退
職
し
た
人
な
ど

※
所
得
が
な
く

、
ど
な
た
の

扶
養

今
年
も
例
年
通
り
、
私
は
新

年
を
地
元
の
神
社
で
迎
え
ま
し

た
。も

う
十
五
年
以
上
も
前
の
こ

と
で

す
が
、
地
域
の
仲
間
で

、

地
元
の

神
社
の
祭
礼
な
ど
の
と

き
手
伝
い
を
し
よ

う
と
い
う
こ

に

も
な
っ
て
い
な
い
人
も
、
申

告
が
必
要
で

す
。
申
告
を
し

な

い
と
、

各
種
手
続
き
に
必
要
な

証
明

書
等
の
交
付
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん

。

申
告
を
し
な
く
て

も
よ
い
人
・：

給
与
所
得
の
み
で

、
勤
務
先
か
ら

給
与
支
払
報
告
書
が
市
役
所
に
提

出
さ
れ
、
住
民
税
が
天
引
き
さ
れ

る
人
（
勤
務
先
で

確
認
し
て
く
だ

市税は皆さんのくら しを支えています

と
で
、
「
ね
若
会
」
と
い
う
会
を

つ
く
り
ま
し

た
。

こ
の
会
の
メ
ン
バ
ー
は
毎
年

大
晦
日
に
は
神
社
に
集
ま
り
、

初
詣
に
訪
れ
る
人
た
ち
に
少
し

で

も
暖
ま
っ
て

も
ら
お
う
と
、

甘
酒
や
お
し
る
こ
を
配
っ
た
り

事務初め式であいさつ４日１ 月

事
故
の
な
い
よ
う

に
誘
導
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
地

域
の
人
た
ち
に

も

好
評
で

ず
っ
と
続

い
て
い
て
、
私
も

毎
年
手
伝
っ
て
い

る
の
で
す

。

今
年
も
ま
た
午

前
Ｏ

時
を
期
し
て

さ
い
）・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
提

出
す
る
入

汰
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
二
十

万
円
以
下
の
人
は
、
確
定
申
告

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
・

県
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
。

準
備
す
る
も
の
・：
①
収
支
の
分

か
る
帳
簿
な
ど
②
源
泉
徴
収
票
・

給
与
明
細
書
・
支
払
調
書
な
ど
③

６

年
度
中
に
支
払
っ
た
健
康
保
険

料
・
国
民
年
金
保
険
料
・
生
命
保

険
料
・
損
害
保
険
料
・
医
療
費
な
ど

の
領
収
書
ま
た
は
証
明
書
④
印
鑑

⑤
配
偶
者
の
収
入
が
分
か
る
も
の

※
郵
送
に
よ
る
申
告
も
受
け
付
け

ま
す
。

※
期
間
中
は
駐
車
場
が
大
変
混
雑

し
ま
す
。
車
で

の
来
庁
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

固
市
民
税
課

１
月
１
日

現
在
、
市
内
に

事
業

用
の
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る

個
人
ま
た
は
法
人
は
、
早
め
に
資

産
税
課
税
課
ま
で
申
告
し
て
く
だ

さ
い

。

お
は
や
し
や
神
楽
の
奉
納
が
始

ま
り
、
参
拝
客
が
続
々
と
訪
れ

ま
し

た
。
私
は
甘
酒
な
ど
ふ

る

ま
い

な
が
ら
新
し
い

年
の
到
来

を
実
感
し
ま
し
た
。

さ
て

、
今
年
の
私
の
緊

急
か

つ
最
大
の

課
題
は
、
行
政
リ
ス

ト
ラ
へ
の
取
り

組
み
で

す
。

市
民
の

立
場
か
ら
提
言
を
い

た
だ
く
「
行
政
リ
ス
ト
ラ
市
民

会
議
」
で

は
、
真
剣
な
論
議
を

重
ね
て

、
1
2月
に
は
中
間
提
言

と
い
う
こ

と
で

、
本
市
の
行
政

リ
ス
ト
ラ
の
あ
り
方
、
進
む
べ

き
方
向
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
今

後
は
こ

れ
に
沿
っ
て
さ
ら
に
検

討
さ
れ
、
３

月
に
は
具
体
的
な

内
容
の
最
終
提
言
を
い
た
だ
く

正
当
な
事
由
が
な
く
申
告
し
な

か
っ
た
り
、
虚
偽
の
申
告
を
し
た

場
合
は
、
過
料
な
ど
を
科
さ
れ
た

り
、
不
利
益
な
扱
い
を
受
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ

さ
い

。

固
資
産
税
課
税
課
償
却
資
産
係

対
象
・：
①
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
で
医

療
費
控
除
や
住
宅
取
得
等
特
別
控

除
を
受
け
る
人
②
年
の
中
途
で
退

職
し
た
人

（
そ
の
後
再
就
職
し
た

人
を

除
く
）
な
ど
は
還
付
申
告
で

き

ま
す
。

※
平
成
６

年
分
の
所
得
税
の
申
告

は
、
「
特
別

減
税
額
」
の
計
算

を

行
い

ま
す
の
で

ご
注

意
を

（
退
職
所
得
も
該
当
し
ま
す
）
。

※
申
告
書
の
提
出
は
郵
送
で

も
受

け
付
け
ま
す
（
控
え
の
必
要
な

人
は
切
手
を
張
っ
た
返
信
用
封

筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
）
。

※
４
月
上
旬
ま
で

、
串
告
相
談
用

プ
レ
（

ブ
建
物
を
設
置
す
る
た

め
、
駐
車
場
は
使
え
ま
せ
ん

。

蠢
松
戸
税
務
署
酋
6
3－1
1
7
1

番

予
定
で

す
。

市
役
所
内
部
の
取
り
組
み
と

し
て

は
、
各
課
で

事
務
事
業
の

見
直
し

が
進
ん
で
い

ま
す
し
、

ま
た
４
日
の

事
務
初
め
の
日
に
、

私
か
本
部
長
と
な
っ
て
「
行
政

リ
ス
ト
ラ

実
施
本
部
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
私
は
自
ら
先
頭
に

立
っ
て

、
リ
ス
ト
ラ

を
推
進
し

て
い
く
決
意
で
す
。

ま
た
、
1
2月
議
会
で

「
公
文

書
公
開
条
例
」
を
可
決
い
た
だ

き
、
い
よ
い
よ
４
月
か
ら
公
文

書
公
開
制
度
が
実
施
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は

、

私
か
目
指
す
ク
リ
ス
タ
ル

な
市

政
に
向
か
っ
て
の
大
き
な
前
進

で

あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

期
）
、
国
民
健
康
保
険
料

穴

地

域

の
要

望

や

意

見

を

市
政

に

反

映
し
て

い

こ

う

と

、
日

ご
ろ

市

民

と

市

の

パ
イ

プ

役

と
し

て

活

躍

し

て

い

る

市

政

協
力

委

員
の

皆
さ

ん

と

市

長

が

直
接

話

し

合

う
市

政

懇

談
会

が

、
1
1
1
1

一
月

か

ら
1
2
月
に

か

け
て
市
内
十
二
地
区
で

行

わ
れ
ま
し
た
。

各
市
政
協
力
委
員
の
皆

さ
ん
か
ら
は
、
あ
ら
か
じ

め
各
地
域
の
要
望
や
意
見

を
ま
と
め
て
、
市
に
提
出

し

て

い

た

だ

き
ま

し

た

（
下
表
）
。

懇
談
会
当
日
は
、
こ
れ

ら
の
要

望
や
意
見
の
う
ち

い
く
つ
か
を
、
そ
の
地
区

の
共
通
の
話
題
と
し
て
取

り
上
げ
、
活
発
な
意
見
交

は
、
１

月
3
1日
㈹
が
納
期
限
に
な

り
ま
す
。

問

固

定

資
産

税
・

都
市

計
画

税

＝
収

納

課
、
国

民
健

康

保
険

料

＝
国
民
健
康
保
険
課

換
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

市
で
は
、
懇
談
会
で
得
た
貴
重

な
ご
意
見
を
大
切
に
し
、
市
政
に

反
映
す
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

茴
地
域
振
興
課
振
興
係

・ 要 望主な意見

今
ま
で
以
上
に
市
政
を
身
近
に

感
じ
て
い

た
だ
き
、
ご
理
解
い

た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す

。

さ
ら
に
は
、
新
年
度
か
ら
松

戸

市
長
期
構
想
の
改
定
に

着
手

す
る
予
定
で

す
。
こ

れ
は
二
十

一
世
紀
に
ふ

さ
わ
し
い
都
市
像

を
新
た
に
描
き
、
こ
の
実
現
に

向
け
て
基
本
構
想
と
基
本
計
画

を
定
め
る
も
の
で
す

。

年
末
か
ら

年
始
に
か
け
て
、

皆
さ
ん
と
お
会
い
し
、
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
「
健

康
に
気
を
つ

け
て
、
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
温
か
い
お
言
葉

を
た
く
さ
ん
頂
戴
し
ま
し
た
。

項　　　　　　目 件数

道路整備（新設や補修の要望・がードレール
に関する意見など）

60

下水排水整備（Ｕ字溝の設置の要望など） 36

交通安全（自転車駐輪場について・通学路へ

の信号機の設置の要望など）
36

公園（公園設置の要望・道路上の樹木のせん
定や害虫駆除の要望など）

27

環境衛生（ごみ行政の状況や見通し・市内郢
川の浄化についてなど）

17

防犯・防災（交番設置の要望・防災対策につ

いてなど）
16

今
年
も
依
然
と
し
て
市
政
を

取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
も
の

が
あ
り

、
課
題
が
山
積
み
さ
れ

て
い
ま

す
が
、
皆
さ
ん
の
期
待

に
沿
う
た
め
に

も
、
元
気
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の

声
を
直

接
お
聞
き
す
る
た
め
、
市
長

室
直
通
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
設
置
し

て
い
ま
す

。
市
政
に

対
し
て

感
じ
て
い
る
こ

と
や
建
設
的

な
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ

い
。

（
1
2月
末
現
在
百
七

件
受
信
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
6
6）
2
3
0
1
番

市民相談・人権相談心配ご と巡回年金相談各種相談

２
月
の
相
談
案
内

相談名 日　　　　 時 会場

法律相談

毎週火・木曜日と毎月第２・第４月曜
日午後１時～５時
毎月第１月曜日午前９時～正午
(いずれも予約制)

市
役
所
相
談
コ
１
ナ
｜

税務相談 10廊午後１時～５時

登記相談 17廊午後１時～４時30分

行政相談 13(月)・27(月)午後１時～３時

住宅相談 毎週水曜日午前10時～午後４時

発明相談 ８冰)午後１時～３時

交通事故・

市政･一般
相談

毎日午前８時30分～午後５時
市箔

肇

会　　場 日　　　時

市役所相談
コーナー

第１～第４

金曜日

常盤平支所 １伽・c1500

馬橋支所 ○６(月)

六実支所 ○７(火)

小金原市民
センター

２困・○16困

小金支所 ７(火)

新松戸市民

センター
○１伽・○15伽

(金銭問 題の相談も 行います)閲 市民 相談室

※OED は心配ごと相談のみ
※人権相談は千葉地方法務局松戸
支局(S63-6278 番)でも行って
います。

固人権相談＝援護課庶務係
心配ごと相談＝社会福祉協議会
O68-0503 番

会　 場 日　　時

常盤平支所 ３廊

午
前

10
時
Ｓ
午
後
３
時

小 金 支 所 ７(火)

小金原支所 10廁

馬 橋 支 所 14(火)

六 実 支 所 17圀

新松戸支所 21(火)

矢 切 支 所 24廁

東 部 支 所 28(火)

相　談　名 臼　　　時 会　　場

商人よろず相談
醴商工課振興係

似水）

午前10時30分～午後３
時30分

新松戸市民
センター

15團
午前10時～午後４時

市役所相談
コーナー

労働相談
固商工課労政係

毎月第１・第３月曜日
午後１時～５時

市役所相談
コーナー

消費
生活苦情相談

固消費生活ｾﾝﾀｰ
a65 ―6565番

月～金曜日
午前９時～午後４時

消費生活
センター

女性就業
相談

閲商工課労政係
毎週水・金曜日 女性就業

相談室

(O0471-63-0245 番)

※上記以外の日は国民年金課
へ

問国民年金課適用係
をお気軽 にご 利用

※労働相 談は 柏労働基準監督署

でも行っ てい ます。

相談 は すべて 無料 で す。

市・県民税の申告は

2 ／16～3 ／15の間に

市
政
懇
談
会
終
わ
る

納
期
を
守
り
ま
し
ょ
う

所
得
税
の
還
付
申
告
を

税
務
署
で
受
け
付
け
中

償
却
資
産
の
申
告
は

1
月
3
1
日
ま
で
に



お
話
を
聞
い
て
み
ま
し
た

私
は
、
こ
ん
な
風
に

ご
み
を
処
理
し
て
い
ま
す
。

結果を

見なから、

できることから

始めればいい。

精肉店経営

西 田　 信 一 さん

(中和倉)

意
見
は
筒
単
に
ま
と
ま
ら
な
い
と
思
う
け
ど
、

と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
て
、
結
果
を
見
な
が

ら
少
し
ず
つ
う
ま
く
い
く
よ
う
に
し
て
い
け

ば
い
い
ん
じ

や
な
い
の
か
な
。

私
自
身
の
こ
と
に
つ
い
て
言
え

ば
、
店
と

住
ま
い
が
別

々
な
の
で
、
こ
こ
（
店
）
で
出

る
ご
み
は
事
業
ご
み
ば
か
り
と
い
う
こ
と
に

な
る
ね
。
た
だ
、
肉
屋
と
い
う
の
は
あ
ま
り

ご
み

が
出
な
い
ん
だ
よ
。
肉
を
解
体
し
て
も
、

骨
や
脂
も
売
り
物
に
な
る
し
、
せ
い
ぜ
い
鳥

肉
の
皮
ぐ
ら
い
か
な
、
ご
み
に
な
る
の
は
。

フ
ラ
イ
を
揚
げ
る
油
か
油
屋
さ
ん
が
回
収
し

て
い
く
し
、
包
装
の
段
ボ
ー
ル
も
専
門
に
回

収
す
る
業
者
さ
ん
が
い
る
し
・
…

そ
ん
な
訳

で
、
う
ち
は
今
の
と
こ
ろ
は
家
庭
ご
み
の
集

槓
所
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
る
よ
。

ご
み
の
集
積
所
に

ごみはどのくら い出 ますか？

出
す

に
し

て
も
犬

や

ガ
ラ

ス

が
い
た
ず

ら

し

な
い
よ

う
に

き
ち

ん

と
し
な

い
と

ね
。

う

ち
は
女
房

が
マ
メ

だ
か
ら

助
か

っ
て

る

け

ど
。

ご
み

集
積
所

と

い

え
ば
、
自
宅
か
ら
店

に
や

っ
て
く

る
間

に

あ
る
ア

パ
ー
ト

の
ご

み

が
気

に
な

る

な
。

大
家

さ
ん

が
市
内

に

住

ん
で

い
な

い
こ
と

も

あ
っ
て
、

い
つ
も

ご
み

の
出
し

方

が
乱

雑
な

ん
だ
。
せ

っ
か
く

こ
ん

な
風

に

ご
み

の
こ
と

を
考
え

る
調

査
を

行
う

ん

だ
か
ら

、
事

業
の

ご
み

だ
け
で

な
く

、

ご
み

の

こ
と

全
体
を

考
え

る
よ

う
に
し

て
ほ

し

い
ね
。

段ポール箱に詰められて出さ れたご みも､資源ご み､燃やせるご み､燃やせない

ごみにきちんと分別さ れます(総合卸売市場北部市場)

ごみは

毎日出るから

切実な問題。

勉強してますよ。

飲食店経営

吉 田　 政 美 さん

(新松戸)

発泡スチロ ールの魚箱も再利用するなど、

ごみを 減ら す工夫もしてい ます

費
用
以
外
で
は
、
ご
み
の
保
管
場
所
も
悩

み
の
タ
ネ
で
す
。
私
も
含
め
て
、
こ
の
周
辺

は
借
り
店
舗
で
狭
い
お
店
が
多
い
で
す
か
ら
、

ご
み
を
置
い
て
お
く
場
所
も
あ
ま
り
な

い
し
、

か
と
い
っ
て
店
内
に
置
く
の
も
衛
生
的
に
ま

ず
い
し
、
な
る
べ
く
ご
み
が
出
な
い
よ
う
に

工
夫
を
し
て

い
ま
す
。
例
え

ば
魚
を
仕
入
れ

る
と
き
に
使
う
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
の
容
器
も
、

何
度
も
使
う
よ
う
に
す
る
な
ど
、
無
駄
を
な

く
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

生ごみは袋 に入れてフタ付きの容器に保管

しています

い
ま
す
。
段
ボ
ー
ル
や
食
材
が
入
っ
て
い
た

空
き
缶
・
空
き
ビ
ン
な
ど
は
資
源

ご
み
に
し

て
い
ま
す
。
使
用
済
み
の
油
も
専
門
の
業
者

さ
ん
が
回
収
し
て
く
れ
ま
す
。

飲
食
業
と
い
う
こ
と
で
、
衛
生
面
に
は
特

に
注
意
を
払
っ
て

い
ま
す
。
店
の
中
だ
け
き

れ
い
で
、
外
は
き
た
な

い
と
い
う
の
で
は
困

り
ま
す
か
ら
ね
。
広
報
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

ん
だ
っ
た
ら
、
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
き
れ
い

に
し
な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
（
笑
）
。

事業者がごみに対する責任を自覚し、事業系ごみの減

量化やリサイクルに積極的に取り組めるように、市では

平成６年度から「事業系ごみ処理状況届出制度」を始め

ました。市内のすべての事業者（約17,000業者）が対象

になります。「事業系ごみ処理状況届出書」の記入にご

協力ください。

を
義

務
付

け

た
り
（

多
量

排
出
事

業

者
制

度
）
、

そ

れ
以
外

の
市

内
の

す

べ
て

の
事

業
者

を
対

象

に
事
業

系

ご
み

の
処

理
状
況

を
届

け

出
る

制

度
を
設

け

る
な

ど
、
よ

り

一
層
事

業

系

ご

み
の
減
量
化
と
適
正
処
理
を
求
め
て
い
ま
す
。

ご

み

処

理

状

況

の

届

け

出

を

「
事

業
系

ご
み

処
理

状
況

届
出

制
度

」
は

。

事

業
系

ご
み

の
現

状

や
排
出

の
実

態
を

把

握

す
る
と

と
も

に
、
事
業

者

に
自
分

の
出

す

ご

み

に

つ

い
て
理

解
を
深

め
、

ご
み

処

理
の

責

任
を

強
く

認
識
し

て

も
ら
う

こ

と
を
目

的

に

し
て

い
ま

す
。

事

業
を

行

っ
て

い
る
方

に

は
、
郵

送

に
よ

り

届
出
書

を

お
送
り

し
て

い
ま
す

の
で

、
記

入

に

ご
協
力

く

だ
さ

い
。

記
入

に
あ

た

っ
て

ご
不

明

な
点

が
ご
ざ

い

ま
し

た

ら
、

遠
慮
な

く
お

問

い
合

わ
せ
く

だ

さ

い
。

蠢

ご
み

を
減
ら

す
課

事
業

ご
み

係

私

が
加
入
し
て
い
る
飲
食
店
組
合
で
も
、

ご
み
問
題
へ
の
関
心
が
高
く
、

い
ろ
い
ろ
勉

強
し
て
い
ま
す
。

組合でも､ごみ問題への関心か高いですね

飲
食
店
は
毎
日
生
ご
み

が
出
ま
す
か
ら
、

切
実
な
問
題
な
ん
で
す
よ
。

勉
強
を
続
け
て
い
く
中
で
、
出
る
ご
み
は

自
分
で
処
理
し
な
き

や
い
け
な
い
な
と
い
う

考
え

が
広
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
家
庭
ご
み

の
集
積
所
に
出
し
て
、
地
元
の
町
会
の
人
た

ち
と
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
の
も
気
ま
ず
い
で

す
し
ね
。

費
用
の
面
で
も
、
ご
み
を
収
集
す
る
業
者

さ
ん
と
相
談
を
重
ね
て
、
よ
り
分
別
を
徹
底

す
る
な
ど
収
集
の
手
間
を
省
き
、
な
る
べ
く

安
い
料
金
で
で
き
る
よ
う
に
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
う
な
れ
ば
も
っ
と
利
用
す
る
お
店

が

増
え
て
、
費
用
も
ま
た
安
く
な
っ
て
い
く
ん

じ

や
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
よ
。

飲食店だから

中だけ

きれいでもね
Ｏ

鮒忠松戸店店長

瀬 川　 教 一 さん

(大橋)

ご
み
の
処
理
状
況
の
届
出
書

が
送
ら
れ
て

き
て
、
私
の
周
囲
で
も
と
ま
ど
っ
て

い
る
人

が
い
る
よ
。

私
は
た
ま
た
ま
食
品
衛
生
協
会
に
加
入
し

て
い
る
け
れ
ど
、
食
品
業
関
係
の
人
に
と
っ

て
は
ご
み
は
身
近
で
切
実
な
問
題
だ
か
ら
、

今
ま
で
に
も
ご
み
処
理
施
設
の
見
学
を
す
る

な
ど
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
て
い
る
の
で
、
あ
ま

り
驚
い
て
い
る
人
は
い
な
い
よ
う
だ
ね
。
逆

に
、
ご
み
の
収
集
業
者
を
利
用
す
る
な
ど
独

自
に
費
用
を
負
担
し
て
い
る
人
も
少
な
く
な

い
の
で
、
こ
の
調
査
の
結
果
を
き
ち
ん
と
分

脂
身
も
売
る
の
で
、
あ
ま
り
ご
み

が
出
な
い
ん
だ

析
し
て
、
市
が
よ
り
公
平
で
効
果
的
な
手
段

を
講
じ
て

ほ
し

い
と
思
っ
て

い
る
人
が
多
い

ん
じ

や
な

い
か
な
。

だ
か
ら
、
事
業
を
行
っ
て
い
る
者
が
自
分

で
出
し

た
ご
み
を
自
己
処
理
す
る
と
い
う
の

は
あ
た
り
ま
え
と
い

う
雰
囲
気
も
あ
り
ま

す
よ
。

た
だ
、
事
業
に
も

規
模
の
大
き
さ
や
種

類
な
ど
の
違
い
が
あ

る
の
で
、

一
概
に
全

部

が
全
部
同
じ
扱

い

に
す
る
と
い
う
の
も

無
理
が
あ
る
だ
ろ
う

か
ら
、
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
始
め
て
い
け

ば
い
い
ん
じ
や
な
い

の

か
な
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、
今
回
の

ご
み
の
処
理
状
況
の

届
出
書
も
結
構
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

と
い
う
の
も
、
こ
れ
が
き
っ
か
け
に
な
っ

て
ご
み
の
こ
と
を
良
く
考
え
る
よ
う
に
な
る

と
思
う
か
ら
な
ん
だ
よ
。

ま
あ
、
い
ろ
ん
な
考
え
方
が
あ
る
の
で
、

商
売
柄
、
毎
日
た
く
さ
ん
の
ご
み

が
出
る

の
で
大
変
で
す
。
平
日
だ
と
九
〇
詐
の
袋
で

二
袋
分
、
上
・
日
に
な
る
と
平
日
の
二
倍
く

ら
い
出
る
で
し
ょ
う

か
。

燃
や
せ
る
ご
み
は
毎
口
、
そ
の
ほ
か
の
ご

み
も
週
に
一
回
程
度
業
者
さ
ん
に
収
集
し
て

燃
え
な
い
ご
み
は
種
類
ご
と
に
分
別

も
ら
っ
て
い
ま
す

が
、
分
別
を
き
ち
ん
と
す

る
よ
う
に
注
意
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
生
ご

み
に
不
燃
物
が
混
人
し
な
い
よ
う
に
、
客
席

か
ら
食
事
を
下

げ
て
ご
み
が
出
る
段
階
で
分

け

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
方
が
後
で

ご
み
を
分
別
す
る
際
に
も
楽
で
す
か
ら
。

松
戸
店
に
来
る
前
は
都
内
の
お
店
だ
っ
た

の
で
、
ご
み
の
保
管
場
所
に
大
変
苦
労
し
ま

し

た
が
、
こ
ち
ら
は
幸
い
ス

ペ
ー
ス
に
恵
ま

れ
て

い
ま
す
か
ら
分
別
が
徹
底
で
き
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
、
紙
と
か
割
り

ば
し
な
ど
燃

え
や
す
い
も
の
は
焼
却
炉
で
燃
や
し
て
し
ま一事業系ごみの減量にご協力をー

て
い
ま
す
。

業
種
別
に
見
る
と
、
小
売
業
・
飲
食
業
・

卸
売
業
・
製
造
業
で
事
業
系
ご
み
の
大
半
を

占
め
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ご

み
処

理

は

事

業

者
の

責

任

で

本
来
、
事
業
系
の
ご
み
は
、
事
業
者
自
ら

の
責
任
で
処
理
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で

す

が
、
家
庭
ご
み
集
積
所
に
出
さ
れ
て
い
た

り
、

ご
み
の
分
別

が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り

な
ど
、
家
庭
系
の
ご
み
に
比

べ
て
減
量
化
や

再
資
源
化
の
意
識
に
乏
し
い
面
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処
し
、

ご

み
の
減
量
に
よ
り
一
層
取
り
組
む
た
め
、
平

成
５
年
９
月
に
従
来
の
ご
み
条
例
を
「
松
戸

市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処
理
に
関
す
る

条
例
」
に
全
面
改
正
し
ま
し
た
。

新
し

い
条
例
で
は
、

ご
み
を
多
量
に
排
出

す
る
事
業
者
に
ご
み
の
減
量
計
画
書
の
提
出

事業系ごみは

すべての事業者に

事故処理責任が

あります。

ご
み

の

四

割

が

事

業

所

か

ら

市
で
は
ご
み
の
減
量
に
努
め
て
い
ま
す

が
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
も
あ
っ
て
、
年
に

五

土
（
％
程
度
増
加
し
て
い
た
ご
み
も
最
近

で
は

Ｉ
％
未
満
と
、
ご
み
の
増
加
も
鈍
化
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

し

か
し
そ
れ
で
も
、
平
成
５
年
度
一
年
間

に
出
た
市
内
の
ご
み
の
量
は
十
四
万
五
千
六

百
五
卜
六
ブ
（
小
学
校
の
プ
ー
ル
約
千
五
百

杯
分
）
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
事
業
系

ご
み
は
全
体
の
二
五
％
を
占
め
て
い
ま
す

が
、

こ
れ
は
自
己
搬
入
・
許
可
業
者
に
よ
る
も
の

だ
け
で
、
家
庭
ご
み
と
し
て
集
め
ら
れ
た
も

の
の
中
に
も
相
当
量
の
事
業
系
ご
み

が
混
入

し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

平
成
６
年
３
月
に
行
わ
れ
た
「
松
戸
市
事

業
系
廃
棄
物
実
態
調
査
」

か
ら
の
推
計
に
よ

る
と
、
市
の
処
理
施
設
で
処
理
さ
れ
て
い
る

ご
み
の
約
四
割
が
事
業
系
ご
み
と
考
え
ら
れ



公文書開示のしくみ

請求書の送付

決定書の送付
開示の請求

●相談

●情報の特定

●請求書の受け付け

●以後の手続き の説明

請求者

写しの交付

諮問

決定通知

開

示

さ

れ

な

か

っ

た

場

合

の

救

済

制

度

請
求
し

た

文
書

が
開
示

で

き
な

い
と
決

定

さ
れ
、

そ

の
理
由

が
納

得
で

き

な

か
っ
た
場

合

は
、
行

政
不

服

審
査

法

に
よ
り

、
実

施
機

関

へ

「
異
議

申

立
て

」

を
す

る
こ
と

が
で

き

ま
す

。
そ
の
場

合
、

実

施
機
関

は

異
議
申

立
て

が

不

適
法
で

あ

る
場

合
を

除
き

、
公
正

な
判

断

を
行

う

た
め

、
学

識
経

験
者

な
ど

の
委
員

で

構

成

さ
れ

る
「
松
戸

市
公

文
書
公

開

審
査

会
」

に

意
見

を
求

め
、

そ

の
答
申

を
尊

重
し
て

、

実

施
機
関

は
異
議

申

立
て
に

対
す

る
決

定
を

行

い
ま

す
。

す

で

に

あ

る

閲

覧

制

度

な

ど

と

の

関

係

選

挙
人
名

簿

の
閲

覧
、
都

市
計
画

案

の
縦

覧

、

住
民
基

本

台
帳

や
戸
籍

簿

の
謄

・
抄
本

の
交
付

な

ど
の
よ

う

に
、
す

で

に
他

の
法
令

な
ど

で
定

め
ら

れ
て

い
る

も
の

に

つ
い
て

は
、

今

ま

で
ど

お
り

そ
れ

ぞ

れ
の
制
度

で

対
応
し

て

い
き
ま

す

ま
た
、
図
書
館
な
ど
の
施
設
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
利
用
に
こ
た
え
る
こ
と
を
目
的
に

収
集
・
作
成
し
、
閲
覧
や
貸
し
だ
し
を
し
て

い
る
図
書
や
資
料
な
ど
に
つ
い
て
も
、
今
ま

で

ど
お
り

の
手

続

き
で
行

い
ま
す

。

公
文
書
の
公
開
に
あ
た
っ
て
は

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
最
大
限
に
保
護
し
ま
す
。

公
文
書
公
開
制
度
４
月
１
日
ス
タ
ー
ト

個

人

情

報

保

護

制

度

も

改

正

し

ま

し

た

「
松
戸

市

電
子

計

算
機
処

理

に
係
る
個

人

情

報

の
保
護

に
関

す

る
条

例
」

に
基

づ
き
、

平

成
元

年

４
月
１

日

か
ら

実
施

さ
れ
て

い
る

個

人
情

報
保

護

制
度

が
、
公

文
書

公
開

条
例

の
施
行

に
併

せ
て

改
正

さ
れ
、

条
例

名
称

が

「
松
戸

市

個
人

情
報

の
保

護

に
関

す

る
条
例

」

と

な
り

ま
し

た
。

従
来

、
本

人
に
よ

る
閲

覧

・
訂
正

の
対
象

と
な

っ
て

い
た
個

人

情
報

は
、
電

子
計

算
機

処
理

に
係

る
も

の

だ
け
で
し

た

が
、
今

回
の

改
正

に
よ
り

、
公

文

書
に

記
載

さ
れ
て

い
る

も
の
も
閲
覧
・
訂
正
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
市
が
出
資
し
て
い
る
法
人
な
ど
の

い
わ
ゆ
る
外
部
団
体
に
つ
い
て
は
、
別
の
法

人
格
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
直
接
条
例
の
規

定
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
個
人
情
報
の
保

護
に
つ
い
て
、
市
と
同
様
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
を
義
務
づ
け
ま
し
た
。

実

施

状

況

な

ど

の

公

表

公

文
書

の
公
開

お
よ

び
個

人
情

報

の
保
護

に
関

す

る
実

施
状
況

な

ど
は

、
年

一
回

、「
広

報
ま

つ

ど
」
な

ど

に
よ

り
公

表

し
ま

す
。

受

付

窓

口

・

費

用

は

公

文
書

公

開
制

度
と

、
個

人
情

報
保

護
制

度

の
受
付

窓

口
に

つ

い
て

は

、
皆

さ

ん

が
利

用
し

や

す

い
よ

う

に
、

請
求

か
ら
開
示

ま
で

の
手
続
き
を
１
ヵ
所
で
行
う
こ
と
が
で
き
る

総

合
窓

口
を

設
置

し
ま

す
。

公

文

書

の
開
示

請
求

か

ら
閲
覧

ま
で

の
費

用

は
無

料
で

す
。

た

だ
し
、
公

文

書

の
写
し

（

コ

ピ
ー
）
の
交
付

や
郵

送
を

希

望
す

る
場
合

に
は

、
そ

の
実
費

を

い
た

だ

き
ま

す

。

問
い
合
わ
せ

公
文
書
公
開
制
度
＝
文
書
課

情
報
公
開
準
備
室

個
人
情
報
保
護
制
度
＝
事
務

管
理
課

開

示

し

な

い

こ

と

が

で

き

る

公

文

書

は

市
の
持
っ
て
い
る
情
報
は
、
原
則
と
し
て

す
べ
て
開
示
し
ま
す

が
、
例
外
と
し
て
次
の

八
項
目
に
該
当
す
る
公
文
書
は
、
開
示
し
な

い
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
法
令
秘
情
報
　
法
令
な
ど
に
よ
り
、
開
示

す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
情

報
②
個
人
情
報
　
基
本
的
人
権
を
尊
重
す
る
立

場
か
ら
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
関
す

る
情
報

③
法
人
情
報
　
開
示
す
る
こ
と
で
、
法
人
等

ま
た
は
事
業
を
営
む
個
人
に
不
利

益
を
与

え
る
お
そ
れ
の
あ
る
情
報

④
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
情
報
　
開
示

す
る
こ
と
で
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持

に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ

が
あ
る
情
報

⑤
意
思
形
成
過
程
情
報
　
市
の
機
関
等
の
事

務
事
業

の
最

終
意
思
を
決
定
す
る
過
程
で

発
生
す
る
情
報
で
、
開
示
す
る
こ
と
で
意

思
形
成
に
支
障

が
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る

情
報

⑥
行
政
執
行
過
程
情
報
　
実
施
機
関
が
行
う

事
務
事
業
の
中
で
、
開
示
す
る
こ
と
で
事

務
事
業
の
公
正
で
円
滑
な
執
行
に
支
障

が

生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
情
報

⑦
国
等
協
力
関
係
情
報
　
開
示
す
る
こ
と
で
、

市
と
国
な
ど
と
の
協
力
・
信
頼
関
係
の
維

持
に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ

が
あ
る
情
報

⑧
合

議
制
機
関
等
情
報
　
開
示
す
る
こ
と
で
、

合
議
制
機
関
な
ど
の
公
正
ま
た
は
円
滑
な

議
事
運
営
に
支
障

が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ

る
情
報

な
お
。
開
示
の
請
求

が
あ
っ
た
公
文
書
に
、

開
示
で
き
る
情
報
と
開
示
し
な
い
こ
と

が
で

き
る
情
報
が
一
緒
に
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
開
示
し
な
い
こ
と

が
で
き
る
情
報
だ
け

除
い
て
開
示
し

ま
す
。

市
と
市
民
が
協
力
し
て
街
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

開
か
れ
た
市
政
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
街
・
松
戸
の
街
づ
く
り
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
市
が
協
力
し
て
初
め
て
実
現
す
る
も
の

で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
市
政
に
参

加
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
具
体
化
す
る
た
め
、
か
ね
て
か
ら
市
で
は
、

公
文
書
公
開
制
度
の
実
施
に
向
け
準
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
昨
年
1
2月
の
定
例
市
議
会
に
お
い
て
「
松

戸
市
公
文
書
公
開
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
本
年
４
月

１
日
か
ら
、
公
文
書
の
公
開
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
公
文
書
公
開
制
度
の
概
要
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実　施　機　関

●開示･非開示の決定をする

●決定および通知期間(20日以内)を

延長する場合は、請求者に通知す

る

公

文

書

公

開

制

度

と

は

こ

れ
ま
で

市
で

は

「
広
報

ま
つ

ど
」

な
ど

の
刊
行
物
に
よ
り
、
ま
た
各
種
閲
覧
制
度
や

縦
覧

制
度

な

ど
に
よ
り

、
市

政
情

報
を

市
民

の
皆

さ

ん
に
提

供
し

て
き

ま
し

た
。

こ

れ
ら

に
加
え

て

、
４
月

１
日

か
ら
公

文

書
公
開

制
度

が
実
施

さ
れ

ま
す
。

こ

の
制
度

は
、
市

民
の

皆
さ

ん
の
公

文
書

の
開
示

請
求

権
を
明

ら

か
に
す

る
も

の
で

、

市

が
持

っ
て

い
る
公

文
書

を
皆

さ
ん
の
求

め

に
応
じ

て
お

見
せ

す
る
（

開
示

）
制
度

で

す
。

こ
れ

に
よ
り

、
市

政
へ

の
理

解
と
参

加

を
一

層

促
進

し
、

開

か
れ
た
市

政

の
実

現
を

図
る

こ
と

を
目
的

と
し

て

い
ま
す

。

公

文

書
公

開
制

度
の

趣
旨
を

皆

さ
ん
に

理

●５人以内の委員で組織

●意見の聴取･調査など

解
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
活
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
市

が
、
今
ど
の
よ
う
な

仕
事
を
し

て
い
る
の
か
、
今
後
ど
の
よ
う
な

仕
事
を
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
分
か
り
や
す

い
も
の
に
な
る
で
し

一

制

度

の

基

本

原

則

公
文
書
公
開
制
度
は
、
次
の
四
つ
の
基
本

原
則
か
ら
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。

①
市
の
持
っ
て
い
る
情
報
は
、
開
示

を
原
則

と
し
ま
す
。

②
個
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
は
、
最
大
限
に
保

護
し
ま
す
。

③
市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
や
す

い
制
度
に

し
ま
す
。

④
開
示

さ
れ
ず
不
服

が
あ
る
場
合
、
公
平
な

第
三
者
で
構
成
さ
れ
た
機
関
に
よ
る
救
済

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

一

制

度

を

実

施

す

る

機

関

公
文
書
公
開
制
度
を
実
施
す
る
機
関
は
、

市
の
す

べ
て
の
機
関
で
、
市
長
・
教
育
委
員

会
・
選
挙
管
理
委
員
会
・
公
平
委
員
会
・
監

査
委
員
・
農
業
委
員
会
・
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
・
水
道
事
業
管
理
者
・
病
院
事
業

管
理
者
・
消
防
長
・
議
会
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
市
と
は
別
の
法
人
格
を
持
っ
て
い

る
財
団
法
人
、
松
戸
市
都
市
整
備
公
社
・
同

文
化
振
興
財
団
・
同
国

際
交
流
協
会
・
同
生

き
が
い
福
祉
事
業
団
な
ど
は
、
実
施
機
関
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

一

開

示

請

求

が

で

き

る

人

は

開
示
の
請
求

が
で
き
る
の
は
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
で
す
。

①
市
内
に
住
所

が
あ
る
人

②
市

内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
が
あ
る
個

人
お
よ
び
法
人
そ
の
他
の
団
体

③
市
内
に
あ
る
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
に
勤

務
し
て
い
る
人

④
市
内
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
人

⑤
実
施
機
関
が
行
う
事
務
事
業
に
正
当
な
利

害
関
係

が
あ
る
人

な
お
、
こ
れ
ら
に
該
当
し
な
い
人

か
ら
開

示

の
申
し
出

が
あ
っ
た
場
合
に
も
、
応
じ
る

よ
う
努
め
ま
す
。

一
開

示

で

き

る

公

文

書

は

開
示
で
き
る
公
文
書
は
、
平

成
６
年
４
月

１
日
以
後
に
実
施
機
関
の
職
員

が
職
務
上
作

成
し

た
、
ま
た
は
取
得
し
た
文
書
・
図
面
・

写
真
・
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
で
、
決
裁
や
供

覧
な
ど
の
必
要
な
手
続
き

が
終
了
し
、
実
施

機
関
が
管
理
し
て
い
る
も
の
で
す
。

松戸市公文書公開審査会
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お
知
ら
せ

平

成

７

年

度

保

育

所
（

園

）へ

の

入

所

申

請

を

受

け

付

け

中

対
象
市
内
四
十
二
ヵ

所
の
保
育

所
（
保
育
時
間
に
つ
い
て
は
問
い

合
わ
せ

を
）
　
　受
付
期
限
１
月
3
1

日
㈹
　

受
付
場
所
保
育
所
課
　

申

請
書
の
配

布
保
育
所
課
・

各
保
育

所
　

入
所
決
定
３
月
中
旬
に
通
知

圜
保
育
所
課
措
置
係

再

生

自

転

車

の

販

売

受

付

２

月

３

日

脂

午

前

９

時

～

午

後

３

時

と

２

月

４

日

出

午

前

９

時

～

午

前

１１
一
時
　

抽

選

２

月

４

日

出

午

前

い‥１１一
時

か

ら
　

会

場

生

き

が

い

福

祉

セ

ン

タ

ー

（

金

ヶ

作

二

七

七

ｉ

四

）
　
　
販

売

台

数

五

十

台

交

通

五

香

駅

東

口

か

ら

新

京

成

バ

ス

「

小

新

山

」

行

き

ま

た

は

「

柏

陵

高

校

」

行

き

で

、

新

栄

町

入

０

口

下

車

元

香

駅

午

前

９

時
3
1
分
・

4
5分

、
1
0
時
2
1
分

発

が

あ

り

ま

す

※

車

で

の

来

場

は

ご

遠

慮

を

固

㈲

松

戸

市

シ

ル

バ

ー

人

材

セ

ン

タ

１

登
8
4
－

３

１

９

↓

番

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ぞ タイト ルが 色刷 りの もの は、

市の 主 催で す。

利

子

補

給

金

の

受

付

開

始

市
で
は
毎
年
一
回
、
中
小
企
業

者
向
け
融
資
制
度
の
利
用
者
が
金

融
機
関
へ
支
払
っ
た
利
子
の
一

部

を
、
補
助
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間
１
月
2
5日
困
～
釘
日

㈹
　
会
場
市
役
所
本
館
二
階
大
会

議
室

寮
該
当
者
に

は
通
知

書
等
を
発
送

し
ま
し
た

。
2
5日
困
ま
で
に
届

か
な
い
場
合
に
は
連
絡
を

醴
商
工
課
振
興
係

中

小

企

業

倒

産

防

止

共

済

に

ご
加

入

を

加
入
か

ら
六
ヵ

月
以

上

経
過

後
、
万
一
取
引
先
が
倒
産
し
売
掛

金
や

受
取
手
形
な

ど
の
回
収
が
困

難
に
な
っ
た
と
き
、
最
高
三
千
二

百
万
円
ま
で

共
済
金
の
貸
し
付
け

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
無
担
保
・
無
保

証
人
・
無
利
子
で

、
掛
け
金
は
毎
月

五
千
円
か
ら
八
万
円
ま
で
で

す
。

固
松
戸
商
工

会
議
所
中
小
企
業
相

談
所
登
6
4－
3
1
1
1

番

松
戸
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
利

用

受

け

付

け

と

説

明

会

１

月
3
0
日

囲

午

後

ら

時
3
0
分

（
時

間

厳

守

）
　
　
会

場

京

葉

ガ
ス

Ｆ

松

戸

ビ
ル

六

階

会

議

室
　

持
ち

物

筆

記

用

具

・
印

鑑

※

平

成
７

年

４

月

か

ら

６

月

ま

で

の

展

示

に
つ

い

て

、

利

用

受

け

付

け

を
し

ま

す

。

空

き

が
あ

る

場

合
に

は

、

２

月
１

日

困

か

ら

社

会

教

育
課
で

電

話

受
け

付

け

を

し

ま

す

。

※

展

示

品
の

搬
入

・

搬

出
日

は

、

４

月

か
ら

金
曜

日

に

な
り

ま
す

。

鬩

社

会

教

育

課
市

民

文

化

係

一`
6
6

－
7
4
6
2

番

宝

く

じ

の

助

成

事

業

で

「

太

鼓

」

を

購

入

六
実
太
鼓
愛
好
会
で

は
、
平
成

６

年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

に

よ
っ
て

太
鼓

を
購
入

し
ま

し

た

。こ

の
助
成
事
業
は
、
聯
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の

受
託

事

業
収
入
を
財
源
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
に
必
要
な
施
設
や
設
備
の

整
備
な
ど
に

助
成
す
る
も
の
で

、

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
健
全
な
発
展
を

図
る
と
と
も
に

、
宝
く
じ
の

普
及

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

問
地
域
振
興
課
振
興
係

市

内

事

業

者

の

皆

さ

ん

へ

「
夜

間

窓

口

相

談

」

の

ご
利

用

を最
近
の
経
営
環
境
の
著
し
い

変

化
の
中
、
経
営
上
い
ろ
い
ろ

な
面

で
困
っ
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

松
戸
商
工

会
議
所
景
気
対
策
相

談
室
で
は
、
通
常
の
相
談
業
務
に

加
え
て
「
夜
間
窓
口
相
談
室
」
を

開
設
し
て
い

ま
す
。

毎
週
水
曜
日

午
後
５
時
～
８

時

会
場
商
工
会
館
三

階
（
松
戸
二
〇

六
〇
）
　
　費
用
無
料

圀
松
戸
商
工

会
議
所
景
気
対
策
相

談
室
登
6
4－
3
1
1
1

番

一
九

九

五

年

農

業

セ

ン

サ

ス

に

ご
協

力

を

農
林
水
産
省
で

は
、
２
月
１
日

現
在
で

「
一
九
九
五
年
農
業
セ
ン

サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の

調
査
は
、
わ
が
国
の
農
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
最
も
基

本
的
な
統
計
調
査
で

す
。

調
査
員
が
お
伺
い
し
て

農
業
の

経
営
状
況
な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す

の
で

、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

黯

総
務
部
庶
務
課
統
計
係

「
歌

の

街

」

の

放

送

時

間

が

変

わ

り

ま

す

防
災
行
政
用
無
線
局
で
放
送
し

て
い

る
「
歌
の
街
」
の
放

送
時
聞

か
、
２

月
１
囗
～
４

月
3
0日
の
間
、

午
後
５

時
に
変
わ
り
ま
す

。

固
防
災
課

浄

化

槽

は

生

き

物

、

維

持

管

理

が

必

要

で

す

浄

化

槽

が
正

常

に

機

能
す

る

た

め

に

は

、

定
期

的

な

保

守
点

検

と

こ
ま
め
な
清
掃
が
必
要
で
す
。

保

守

点

検
は

、

知

事
に

登
録

し

て

い

る

業

者
に

、

ま

た

清

掃
は

市

の

許

可

を

受
け

た

業

者
へ

委
託

し

ま

し

ょ

う

。

浄
化

槽

巡

回

指
導

を

行

い

ま
す

生

活

排

水

対
策

事

業
の

一
環

と

し

て

、

浄

化
槽

の

巡

回

指
導

を

行

い

ま

す

の
で

、
気

軽

に

ご

相
談

く

だ

さ

い

。

期

日
１

月
2
6
日

市

、
２

月

８

日

困

・
９９
一
日

困
　

場

所

市

内
五

香

地

区

、
浄

化

槽
の

あ

る

住

宅

を
訪

問

し

ま

す

。

※

浄
化

槽

相

談
員

は

、

知

事
の

委

嘱
を

受
け

、

浄
化

槽
の

設
置

、

維
持

管

理
上

の

問

題
に

つ

い

て

助

言
し

ま
す

。
巡

回

時
は

、

腕

に

相

談

員
の

腕

章
を
つ

け

て

い

ま

す

。

茴
松

戸

保

健

所

管
内

浄

化

槽
対

策

協

議
会

（

松
戸

保
健

所

環

境
衛

生

課
内

）

昔
6
1－
2
1
2
1

番
、

市

生
活

環

境

課

床

下

薬

剤

を

散

布

し

ま

す

床
下

薬
剤
の
散
布
を
、
２
月
１

日
か
ら
６
月
2
9日
ま
で
の
予
定
で

行
い
ま
す
（
日
程
は
順

次
広
報
ま

つ
と
に
掲
載
し
ま
す
）
。

当
日
は
、
市
職
員
が
各
家
庭
に

伺
い
、
床
下
や
畳
に

発
生
し
や
す

い
ノ
ミ
・
ダ
ニ
な
ど
の
発
生
を
防

〔 ２月 〕（　）は午後に実施平成 ７年床下薬剤散布日程表

ぐ
薬
剤
を
、
床
下
の
通
風
口
か
ら

散
布
し
ま
す
。

※
雨
で
中
止
の

場
合
は
全
日

程
終

了

後
に
実
施
し
ま
す
。
延
期
分

の
日
程
に
つ
い
て
も
、
広
報
ま

つ
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

固
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

日程 散　布　町　会　　　自　治　会

１團 大金平２丁目・３丁目・４丁目・５丁目・（大金平１丁目）

2困 中金杉・殿平賀南

3廊 幸田・東平賀北・（幸田富多葉）

６(月) 平賀・殿平賀

７(火) 東平賀・東平賀城町・根木内城山

8圉 小金上町･小金中町･小金下町･(小金宮元町･小金八坂町･小金本町)

9困 小金上総町・小金清志町

10陶 二ツ木第１・第２・（あじさい）

13(月) 大谷口 一大谷口 北・（大谷口 南）

14㈲ 久保平賀・小金きよしヶ丘・（きよしヶ丘教職員住宅）

15團 根木内・小金原２丁目

16困 小金原１丁目・４丁目

17廁 小金原３丁目・５丁目

20(月) 小金原 ア丁目東・西・（小金原６丁目）

21㈲ 栗ヶ沢・小松園自治会

22團 小金原８丁目・９丁目

23附 八ヶ崎福寿台

24廊 根本第１第２・第３・第４・第５・第６・第８・（古ヶ崎東）

27(月) 竹ヶ花第１・第２・第３・小根本・１丁目向山下・根本あづま

28(火) 南花島

小

・
中

学

校

入

学

通

知

書

を

各

家

庭

に

郵

送

し

ま

す

今
春
４

月
、
市
立
小
学
校
へ
は

約
四
千
六
百
人

、
市
立
中
学
校
へ

は
約
五
千
百
人

が
入
学
す
る
予
定

で

す
。

入

学
通
知
書
は
、
１

月
下

句
に

各
家
庭
に
郵
送
す
る
予
定
で

す
。

該
当
す
る
お
子
さ
ん
が
い
て

、
通

知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い

。

茴
学
務
課
学
務
係
登
6
6－
7
4
5

7
番

児

童

扶

養

手

当

・

特

別

児

童

扶

養

手

当

・

特

別

障

害

者

等

福

祉

手

当

の

額

が

改

定

平
成
６

年
1
0月
分
か
ら
、
左
表

の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

固
児
童
扶
養
手
当
＝
援
護
課
援
護

係
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別

障
害
者
等
福
祉
手
当
＝
し
あ
わ
せ

課
給
付
係

手　 当　 名 旧( 改定前) 新( 改定後)

児童扶養手当( 全部支給) 39,380円 41,100円
力　　（一部支給） 26,370円 27,500円

特別児童扶養手当 １級 47,800円 50,000円
ﾉﾉ　　　　２級 31,860円 33,300円

特別障害者手当 24,960円 26,050円
障害児福祉手当 13,580円 憫,1/O 円

福祉手当( 経過措置) 13,580円 14,170円

クロスワードまつどパズル
たくさ んのご応募

あり がとうござ いました

固広報課

正解は「カガヤクマツド 」

道

路

の

不

法

使

用

は

や

め

ま

し

よ

う

車

道
や
歩

道
に

商
品
や

看
板
を
並
べ
て

営
業
す
る

こ

と
は
、
通
行
の
妨

げ
と
な

り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
、

み

ん
な
が
迷
惑

す
る
行
為
は

や
め
ま
し

よ
う
。

固

道

路
課

森のホール21 チケットセンター

チケットガイド

！

―

―

―

ｌ

ｔ

※電話で予約はでき ません。
取扱時間…午前10時～午後４時
S84 ―5050番（月曜日は休館）

広報まつど元旦号のクロス

ワードまつどパズルにたく

さんのご応募ありがとうござ

いました。

正解者1024人( 応募総数1044

広報まつどは、

新聞折り込みで

配布しています。

人）の中から、抽選で100人にプレゼントをお送りしました。

当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。

公演日 公　　演　　名 会　　場 開演時間 費　　　　用

2/4 倒
松戸寄席　らくご奇兵隊
春風亭昇太・爆笑問題ほか

市民劇場 午後６時 全自由席　1,500円

12(日)
沢田研二 コンサートツアー

“Hello"

森のホール
21
大ホール

午後５時
30分

指定一律　4,800円

16困
松竹名作劇場
淡島千景「ほたる」 森のホール21小ホール

午後３時
30分

全自由席　2,500円

恨日）第22回・市民芸術劇場
市民コンサート「カルメン」
組曲ほか 森のホール

21
大ホール

午後２時 指定　2,000
円

自由　1,500円

25圉
愛は勝つ
「ＫＡＮ」コンサート

午後６時
30分

指定一律　4,444円

３／４圉 ｢ヴィヴァ／ヴィヴァルディ｣
新ヴィヴアルディ合奏団
演奏会

森のホー
ル
21
小ホール

午後２時
全自由席　3,000円

〔 学生　2,000円(ホール発売のみ)
〕

７(火)
リューボフ・チミフェーエフ
ピアノリサイタル

午後Ｚ時 全自由席一律
4,500円

25圉 札幌交響楽団演奏会(指揮・秋山和慶)
ブラームス交響曲３番ほか

森のホー
ル
21
大ホール

午後３時
S/5,000 円
A/4,000 円
B/3,000 円

7/1  (土)
国立モスクワ音楽劇場
バレエ「白鳥の湖」公演

午後６時
30分

S/ 観000円 ○刀,000円
A/ 性000円D/5,000円
B/ 9,000円

‐

ｉ

ｌ

※チケット は売り 切れの場合 があり ます。
広報課

届 かない人は、ご

連絡く ださい。

情報チャンネル



乳

が

ん

検

診

対
象
市
内
在
住
の
三
十
歳
以
上

の
女
性
（
今
年
度
、
市
内
の
受
託

医
療
機
関
で
受
診
し
た
人
を
除

く
）
　

費
用
百
円
（
生
活

保
護
世

帯
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
・
老
人

医

療
受
給
者
は

無
料
）

匣
当
日
会
場
で
（
受
け
付
け
は
午

後
２

時
～
２
時
3
0言

汰
共
通
受
診
券
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
会　　場 日　　　　程

中央保健セン

ター

1 /24(火)・31(火)・

2 /16困

新松戸市民セ

ンター
1 /26困

常盤平市民セ

ンター

２／２困・７(火)・

９困

小金保健セン

ター
2 /14(火)

固

健
康

管

理

課
業

務

係
｛
一一
6
6－
7

4
8
7

番

木

彫

杉

の

会

毎
月
第

∵

第
三
金
曜
日
の
午

後
１
時
～
４

時
　
会
場
市
民
会
館

費
用
月
二
千
五
百
円
（
入

会
金
二

千
円
）

固
深
井｛
一一
肌
－
2
7
8
5

番

牟

後
６

時
以
降
｝

小

金

原

煎

茶

サ

ー

ク

ル

月
三
回
水
曜
日

午
前
1
0時
～
午

後
３

時
　
会
場
小
金
原
市
民
セ
ン

タ
ー
　

費
用
月
三
千
円
（
入
会
金

三
千
円
）

閲
渋
谷

一`
4
5
1
0
4
8
5
番

松

戸

ス

ク

エ

ア

ダ

ン

ス

協

会

隔
週
日
曜
日
午
後
１

時
～
４

時

会
場

小
金
北
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費

用
月
五
百
円
（
入
会
金
な
し
）

醋
西
澤

一`
4
1－
2
1
7
6

番

明

ペ

ン

習

字

サ

ー
ク

ル

月
三
回
火
曜
日
午
後
１

時
～
３

時
　
会
場
明
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費

用
月
二
千
円

入

会
金
二
千
巴

腮
長
沖
容
8
6
1
6
1
5
2
番

保
健
・
衛
生

胃

が

ん

検

診

（
追

加

実

施

）

２
月
１
日
困
・
３
日
窗
　

受
付

時
間
男
性
＝
午
前
９
時
1
0分
～
９

時
2
0分

、
女
性
＝
午
前
９
時
2
0分

～
1
0時
3
0分
　

会
場
中
央
保
健
セ

ン
タ
ー
　
対
象
市
内
に
住
む
四
十

歳
以
上
の
人
　

費
用
五
百
円

呈

活
保
護
世
帯
・
市
民
税
非
課
税
世

帯
・
老
人
医
療
受
給
者
は
無
料
）

寮
事
前
の

申
し
込
み
は
不
要

示

成
６

年
度
に
申
し
込
ん
で
未
受

診
の
人
は
問
診
票
を
持
言

。

※
受
診
日
の

前
日
夜
９

時
以
降
は
、

一
切
の
飲
食
汞

・
た
ば
こ
を
含

む
）
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い

。

固
健

康
管
理
課
業
務
係
登
6
6－
7

4
8
7

番

松
戸
ハ
ー
モ
ニ
カ
ー
ア
ミ
ー
ゴ

①
毎
月
第

∵

第
三
金
曜
日

午

後
６

時
3
0分
～
８

時
3
0分

②
毎
月

第

二
・
第
四

土

曜

日
午

後
２

時

～
４

時
　
会
場
市
民
会
館
　

費
用

月
三
千
円

入

会
金
千
円
）

固
佐
藤
音
8
5
1
3
2
5
5
番

ト

ー

ク

Ｍ

Ｃ
（
話

し

方

教

室

）

毎
月
第

∵

三

火
曜
日

午
後
６

時
3
0分
～
９
時
　

会
場
市
民
会
館

費
用
月
五
百
円
（
入
会
金
な
し
）

固
松
下
昔
8
7－
5
2
3
4

番

双

葉

ダ

ン

ス

サ

ー
ク

ル

毎
週
水
曜
日

午
後
７
時
～
９

時

会
場
馬
橋
市
民
セ
ン
タ

ー
　
費
用

月
三
千
円

入

会
金
千
円
）

固
鈴
木
容
6
3－
8
4
4
9

番

馬

橋

プ
ラ

ウ

エ

ン
コ

ー

ル

（
女

声

合

唱

）

毎
週
火
曜
日

午
前
1
0時
～
正

午

会
場
青
少
年
会
館
　

費
用
月
二
千

円
（
入
会
金
千
五
百
円
）

固
古
森
容
4
3－
5
5
7
2

番

２月は成人病予防月間

さまざまな行事を行い

ます。

ご家族そろってご来場

ください。

上

本

郷

サ
ッ
カ

ー
ク

ラ

ブ
（

女

子

チ

ー

ム

）

毎
週
日
曜
日

午
後
１
時
～
４

時

会
場

上
本
郷
小
学
校
　
対
象
小

学

一
・
二
年
生
の
女
子

費
用
月
千
円

入

会
金
千
円
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
代
）

醴
猪
狩

容
6
8－
5
0
4
3

番

行事名 日　　時 会場 内　　　　　　　　容 対　　象

基調講演会

２／１(水)
午後１時30分

～３時30分

市
民
劇
場

中高年の心の健康

～ストレ スとの上手なつきあい方～
みさと協立病院院長・中沢正夫氏

一　　般

糖尿病教室
（糖尿病は

あなたが主
治医）　☆

２／２内
午
後
１
時
Ｓ
３
時

中
央
保
健
セン

タ
｜

・糖尿病はどんな病気か
・糖尿病の合併症

西川内科医院院長・西川弘氏

糖尿病患者

および家族
定員50人2/3R

・食事療法～食事療法のコツ～
市立病院管理栄養士・長田正明氏

・運動実技～体を動かす楽しさを知ろう～

健康づくりブルーフ

2 /16困

午前10
時～

午後１時30分

・糖尿病患者用食事の調理実習と試食
※２／２ ・ ３の参加者のうち、希望する人

心臓病予防
教室

2 /23困

午前10時
～正午

しのびよる心臓病

・高脂血症と心臓病～なぜ高脂血症を放つ
ておけないか～

市立病院健康管理室長・西出敏雄氏
・高脂血症の食事療法～その基本とポイン
ト について～

市立病院管理栄養士・長田正明氏

高血圧・高

脂血症患者
および家族

定員50人

展示と相談
2/100～28(火)
午前8時30分~
午後5時

齟

路籬

｢ストレ ス｣ についてのパネル展示と相談
※相談日２／１冰)～３廁

一　　般

ぼけ老人の

おせわ教室
☆

２／２～２３

の毎週木曜日
午後qE侍30分

～３時30分

中

セ央
ン 保
夕 健
｜

・講演「ぼけの医学」
木野崎病院院長・笠原俊彦氏ほか

・施設見学「特別養護老人ホーム・マーシ

ィヒル」

痴呆性老人

を介護して
いる人など

定員40人

問い合わせ
健康管理課保健計画係a66 ―7486番
☆印の行事については、電話による申し込みが必要です。

二

十

世

紀

が
丘

ペ

ン

習

字

サ

ー

ク

ル

毎
月
第
二
・
第
三

・
第
四
月
曜

日
午
前
1
0時
～
正
午
　
会
場
二
十

世
紀
が
丘

市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用

月
二
千
円

犬

会
金
千
巴

茴
金
澤
登
9
2－
3
0
3
2

番

サ
ー
ク
ル

ま
会
場
は
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

。

新

松

戸

コ

ー

ル

ー
マ
ミ

ー

（

女

声

合

唱

）

毎
週
水
曜
日
午
前
1
0時
～
午
後

Ｏ

時
3
0
分
　

会
場

青
少

年
会

館

費
用
月
三
千
円
（
入
会
金
千
円
）

固
織
田
登
4
5－
0
9
3
2

番

馬

橋

ペ

ン

習

字

サ

ー

ク

ル

崕
週
木
崕
日

午
前
1
0時
～
午

後

１
時
（
月
三
回
）
　
会
場
馬

橋
市

民
セ
ン

タ

ー
　

費
用

月
二
千

円

入

会
金
千
巴

固
深
江
容
4
2－
7
4
5
7

番

ア
ッ
プ
ル
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・

ク

ラ

ブ

（

英

会

話

）

毎
週
金
曜
日

午
後
１
時
～
３
時

会
場
馬

橋
市
民
セ
ン
タ

ー
　
費
用

月
二
千
五
百
円
（
入
会
金
千
円

）

固
福
岡｛
一一
4
5－0
9
2
0

番

あ

す

な

ろ

会

（

油

絵
・
水

彩
・

パ

ス

テ

ル

）

毎
週
水
曜
日
午
前
９

時
～
午
後

Ｉ
時
　

会
場
市
民
会
館
　
費
用
月

三
千
円
（
入
会
金
な
し

）

固
河
端｛
一一
4
1
1
9
4
2
7
番

松

戸

健

走

会

日

曜
日
・
祝
日

午
前
８

時
か
ら

会
揚
運
動
公
園
　

対
象
中
学
生
以

上
　

費
用
年
六
千
円
久

会
金
な
し
）

固

中
村
登
6
2－
3
2
0
4

番

ラ

イ

ト

エ

ア

ロ

ビ
ク

ス

サ

ー

ク

ル毎
週

①
火
曜
日
午
前
1
0時
～
幵一

時
1
0分

②
土
曜
日
午
後
７

時
3
0分

～
８

時
4
0分
　
会
場
八
ヶ
畸
市
民

セ
ン

タ
ー
　
費
用
月
二
千
円

入

会
金
千
円
）

茴
金
子

登
4
5－
6
1
3
7

番

小

金

原

美

容

体

操

サ

ー

ク

ル

毎
週
火

・
木
曜
日

午
前
９

時
3
0

分
工

１１
時
　
会
場
小
金
原
体
育
館

費
用
月
千
円
（
入
会
金
な
し
）

醴
森
永
登
4
4－
2
8
9
8

番

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

松

踏

会

毎
週

火

曜
日

午
後
６

時
3
0分

～
９
時
　

会
場
市
民
会
館
　
費
用

月
二
千
五
百
円
（
入
会
金
な
し
）

問
小
室
容
6
3－
3
5
2
4

番

Ｊ

Ｏ

Ｋ

Ｅ

Ｒ

Ｓ
　（

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

）

毎
週
日
曜
日

午
後
７

時
～
９
時

会
場
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
　
対

象

女
性

費
用
月
千
円
（
盜

筌

な
し
）

固
小
野
容
6
0－
2
1
8
0

番

さ

つ

き

会

（
健

康

体

操

）

毎
週

火
・
金
曜

日
午

後
１

時

～
２

時
3
0分
　

会
場
運
動
公
園
小

体
育
室
　
対
象
女
性
　
費
用
月
二

千
円
（
入
会
金
千
円

）

閲
荒
木
容
6
7－
7
8
3
2

番

松

戸

太

極

拳

倶

楽

部

毎
週

土

曜
日

午
後
Ｏ

時
3
0
分

～
２

時
3
0
分
　

会

場
勤

労
会

館

対
象
六
十
歳
以
上
の
人
　

費
用
月

二
千
五
百
円

（
入
会
金
千
円
）

閲
土
井
登
6
2－
7
1
5
9

番

ホ

ー
ム
指
圧
指
友
会

毎
月
第
∵

第
三
木
曜
日
午
後

↓

時
～
４

時
　
会
場
市
民
会
館

費
用
月
千
五
百
円
入

会
金
千
巴

醴
宮
嶋
容
6
3－
1
9
3
9

番

募
集
し
ま
す

外

国

人

に

よ

る

日

本

語

ス

ピ

ー

チ

コ

ン

テ

ス

ト

出

場

者

募

集
２

月
2
5
日

出

午

後
１

時
3
0
分

開

演
　

会
場

市

民

劇

場
　

資

格

市

内

お

よ

び
近

郊

に

在

住

・

在
勤

・

在

学
し

て

い

て

①
両

親
と

も
日

本

国

籍

を

持
た

な

い

②
在
日

期

間

が

通

算

五

年

未
満

③
十

五

歳
以

上

④
当

コ

ン

テ
ス

ト

で

入

賞

経

験
の

な
い

人
　

テ

ー
マ

自

由

（
ス

ピ

ー
チ

時

間

約

五

分

）
　
　
費

用

無

料

匣

２

月
７

日

内
〔
必

着

〕
ま
で

に

、

所
定

の

申

込
用

紙
に

必
要

事
項

を

記

入

し

、
ス

ピ

ー
チ

原

稿

を
添

え

て

、

直

接

ま
た

は

郵

送
で

〒
一
……
松

戸
市

根

本

三
八

七

―
五

松

戸

市

役

所
内

国

際

交

流

協
会

へ

※

応
募

者
多

数
の

場

合

は

書

類
選

考
さ

せ

て
い

た
だ

き

ま

す

。

※

申
込

み

用

紙
の

請

求

は

、

直
接

ま
た

は

電

話
で

国

際

交

流

協

会

ま
で

平

成
７

年

度

水

道

モ

ニ

タ

ー

を

募

集

応
募
資
格
県
営
水
道
を
使
用
し

て
い
る
二
十

歳
以
上
の
人
　

任
期

平
成
７

年
４
月
～
８

年
３
月
　

内

容
懇
談
会
・
施
設
見
学
会
へ
の
参

加
、
ア
ン
ケ

ー
ト
等
の
提
出
　

謝

礼
年
一
万
円

（
予
定
）
　
　定
員
五

十
人
（
多
数
の
場
合
は
選
言

圃
２
月
2
8日

㈹
ま
で

に
、
往
復（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
職
業
・
電
話
番
号
・
水
道
に

つ
い
て
思
っ
て
い
る
こ

と
（
二
百

字
程
度
）
を
記
入
し
て
、
〒
2
6
0
千

葉
市
中
央
区
長
洲
一
－

九
－

一
県

水
道
局

管
理
部
総
務
企
画
課
広
報

統
計
班
（

登
0
4
3
－
2
2
3
－
4
5
0
0

琶

へ

松

戸

市

書

道

展

出

品

案

内

対

象

市
内

在

住

・

在
勤

・

在

学

の

十

六

歳
以

上

の
人
　

部

門

・

規

格
漢

字

・
か

な

・

近
代

詩

文

・

墨

象
ほ

か
＝

小

画

仙

紙

半
折

以

内

、

て

ん

刻
几

二
十

惣

Ｘ

三

十

九

惣

以

内

、

刻

字
＝

百

惣
×

四

十

五

惣

以

内

。

作

品
は

未

発

表
の

も

の
で

、

縦

横
自

由

。

表

装
（
仮

巻
は

不

可

）

と
し

、

額

装
（

ガ
ラ

ス

は
不

可

）
は

、

ひ

も
を

付

け
て

く

だ

さ
い

。

搬
入

２

月
1
8
日

出

午

前
１１
一
時
～

午

後
４

時
の

間
に

文

化

ホ

ー
ル

へ

固

社
会

教

育

課

市
民

文
化

係

容
6
6

－
7
4
6
2

番

商

工

会

議

所

・

消

費

者

モ

ニ

タ

ー

募

集

内

容

商
店

経

営

者
と

の

懇

談
会

（
２

月

中

旬

予
定

）
に

参
加

し
て

、

消

費

者
ニ

ー
ズ

等
の

情
報

を

商

店

経
営

者
に

提

供
　

定

員
約

二

十
入

寮
採

用

者
に

は

記

念
品

を

進

呈

惠
１

月
3
0
日

㈲

ま
で

に

、
（

ガ

キ

に

住

所
・
氏
名
・
年

齢
・
電

話

番

号
・

応
募
動
機
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1松

戸

市
松

戸

二
〇

六

〇

松

戸

商
工

会

議

所

（
B
6
4－
3
1
1
1

番
）
　へ

平

成

７

年

度

千

葉

県

生

涯

大

学

校

学

生

募

集

対
象
県
内
在
住
の
六
十
歳
以
上

の
人
　

募

集
定
員

福
祉

科
七

十

人
、
生
活
科
三
十
人
、
園
芸
科
七

十
人
　
学
園
東
葛
飾
学
園
（
浅
間

台
校
舎
・
松
戸
市
上
矢
切
二
九
九

－

一
総
合
福
祉
会
館
内
）
　
　費
用

無
料
（
実
習
費
の
負
担
あ
り
）
　
募

集
期
間
１
月
2
5日
困
～
２
月
1
0日

脂
　

入
学
案
内
配
布
場
所
市
な
が

い
き
課
・
各
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

東
葛
飾
支
庁
社
会
福
祉
課

鬩
千
葉
県
生
涯
大
学
校
事
務
局

登

0
4
3
上

作－
4
7
0
5

番

看

護

教

員

（
臨

時

）

募

集

対
象
看
護
教
員
有
資
格
者
、
ま

た
は

臨

床
経

験
五

年
以

上

の
人

（
継
続
し
て
六
ヵ

月
以
上
勤
務
で

き
る
人
）
　
　募
集
人
員
一
人

固
市
立
蝪
院
附
属
看
護
専
門
学
校

昔
6
7－
4
4
4
4

番

市

職

員

を

募

集

職

種

業

務

員

（
清

掃

・

斎
場

・

土

木

等

の

作

業

）
、
用

務

員

（
学

校
）
、
調
理

員

（
保

育
所

・
学

校
）
、

ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ

ー
　

募

集
人

員
各

若
干

名
　

対

象
昭

和
2
9
年
４

月

２

日

以

降
に

生

ま
れ

た

人
　

受

付
期

間
１

月
2
7
日

廊
ま

で

固
人

事
課

人

事

係

臨

時

職

員

を

募

集

職
種
小
学
校
臨
時
栄
養
士
　

募

集
人

員
若
干
名
　

対
象
栄
養
士
の

資
格
が
あ
る
人
　

賃
金
時
給
干
七

十
円

、
交
通
費
一
日
三
百
六
十
円

ま
で

支
給
　

勤
務
場
所
貝
の
花
小

学
校
ほ
か

固
教
育
委
員
会
総
務
課
昔
6
6－
7

4
6
0

番

お

は

な

し

キ

ャ

ラ

バ

ン

嘱

託

職

員

募

集

仕
事
内
容
人
形
劇
や
紙
芝
居
な

ど
の
製
作
と
上
演
　

対
象
十
八
歳

か
ら
二
十
歳
代
の
女
性
　
募
集
人

員

若
干
名
（
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ

ン
を
見
て

育
っ
た
人
、
大
歓
迎
）

勤
務
日

毎
週
火
～
金
曜
日
の
午
前

９

時
～
午
後
５

時
　
待
遇

時
給
七

亘

二
十
円
、
賞
与
・
交
通
費
・
社

会
保
険
あ
り
　
面
接
１

月
3
1日
㈹

午
前
1
0時
か
ら
　
採
用
２

月
１
日

匣
１

月
2
8
日
出

午

後
４

時

ま
で

に
、
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
と
作

文
「
応
募
の
理
由
」
八

百
字
程
塵

を
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、
〒
2
7
0

松
戸
市
新
松
戸
南
二

上

雨

松
戸

市
お
は
な
し
キ
ャ
ラ

バ
ン
（
容
4
4

1
3
0
3
7

番
・
火
～
土
曜
日
の

午
前
９
時
～
午
後
５
時
の

間
）
へ



情報チャンネル
森
の
ホ
ー
ル
2
1
情
報
セ
ン
タ

ー

ビ

デ

オ

講

座

１

月
2
8日

出

午
後
１

時
3
0
分

～
４
時
3
0分
　
会
場
森
の
ホ
ー
ル

2
1情
報
セ
ン

タ
ー
　
内
容
ビ
デ
オ

編
集
方
法
等
　
定
員
四
十
人
（
応

募
多
数
の
と
き
は
抽
選
）
　
　費
用

無
料

惠
１
月
2
3日

㈲
ま
で

に
、
（

ガ
キ

に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
お
持
ち
の
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の

種
類
（
８
ミ
リ
・
ｖ

Ｈ
ｓ

の
別
）

を
記
入
し
て

、
〒
2
7
0
松
戸
市
千
駄

聖
（

四
六
－

四

森
の
ホ
ー
ル
2
1情

報
セ
ン
タ
ー
係
へ

固
森
の
ホ
ー
ル
2
1
（
文
化
会
館
）

容
8
4－
5
0
5
0

番

骨

髄

バ

ン

ク

事

業

に

関

す

る

研

修

会

２

月
８

日
困

午

後
１

時
3
0
分

～
４

時
　
会
場
千
葉
県
自
治
会
館

六
階
大
ホ
ー
ル

（
千
葉
市
中
央
区

市
場
町
一
上

二
）
　
　内
容
骨
髄
バ

ン
ク
事
業
の
現
況
等
　
費
用
無
料

圜
県
衛
生
部
保
健
予
防
課
特
定
疾

病
係
昔
0
4
3
－
2
2
3
－
2
6
6
2

番

－

－

１

１

市

立

博

物

館

特

別

講

演

会

「
最

新

海

外

考

古

事

情

」

２
月
５
日
旧

午
後
１
時
～
４

時

会
場
市
立
博
物
館

講
堂
　

講
師
禿

仁
志
氏
（
東
海
大
学
助
教
授
）・
常

木
晃
氏
（
筑
波
大
学
助
教
授
）・
中

山
清
隆
氏
（
女
子
聖

学
院
短
期
大

学
講
師
）
　

定
員
八
十
人
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
　
　費
用
無
料

匣
１
月
3
0日
㈲
ま
で
に
往
復
（

ガ

記
入
し
て

、
〒
2
7
0松
戸
市
千
駄
堀

六
七
一
市
立
博
物
館
特
別
講
演
会

係
（
ｆｔ
8
4－
8
1
8
1

番
）
へ

音

楽

の

広

場

（
合

唱

講

座

）

１

月
2
4
日

㈹
午

後
１

時
3
0
分

～
３

時
3
0
分
　

会
場

市
民

劇
場

費
用

初
回
テ
キ
ス
ト
代
二
千
七
百

円閲
矢
切
公
民
館
容
6
8‐
1
2
1
4

番

ス

ク

ェ

ア

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会１

月
2
8日
～
６

月
2
4日
の
毎
週

土
曜
日

、
午
後
７

時
～
８
時
4
0分

会
場
明
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用
四

千
円

固
松
戸
パ
イ
ン
コ

ー
ン

ズ
・
中
田

容
4
1－
7
5
6
6

番

自

由

金

利

と

あ

な

た

の

生

活

２

月
７
日
㈹
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
容

証
券
広
報
セ
ン
タ
ー
講
師
の
講
演

「
自
由
金
利
時
代
の
貯
蓄
の
仕
方
」

定
員
先
着
四
十
人
　

費
用
無
料

画
２

月
３
日
廁
ま
で
に
、
（

ガ
キ

ま
た
は
電
話
で
、
〒
2
7
1
松
戸
市
小

根
本
七
－

八
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
第

ニ
ヒ
ル
五

階
松
戸
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
大

容
6
6－
7
3
2
9

番
）
へ

俳

句

初

心

者

講

座

１

月
2
7日
～
６
月
９
日
の
毎
月

第
二
・
第
四

金
曜
日
、
午
後
７
時

～
９

時
（
全
十
回
）
講
師
大
串
章

氏
（
百
島
主
宰
）
　
　会
場
市
民
劇

場
　

費
用
五
千
円

固
稔
台
文
化

団
体
連
絡
協
議
会
・

大
井
容
6
3－
3
1
8
5

番

児

童

の

健

全

育

成

指

導

者

養

成

講

座

未
来
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
を
、
地

域
の

皆
さ
ん
で

育
て
て
み

ま
せ
ん

か
。

期　日 時　間 内　容 会場 定員費用

2/2  W 午前9時3膀～正午 版画（多色刷り）市
民
劇
場

先着

50
人

無料3晦

午前10時～正午

救急応急手当

9 ㈲ パズル（実習）

17廓 リズム遊び

21㈲
講
演「障害のある

こどもの活動をど

う支えるか」

23困 ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ ｹﾞｰﾑ

惠

電
話
で
こ
ど
も
課
管
理
係
へ

講
座
・
講
演

健

康

づ

く

り

実

践

講

座

「
自

分

で

で

き

る

つ

ら

い
症

状

解

消

体

操

」

２
月
２
日
困
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
健
康
増
進
セ
ン
タ

ー
　
内
容

腰

痛
・
膝
痛
・
肩
こ
り
・
更
年
期
症

状
な
ど
の
解
消
体
操
　
講
師
姿
勢

保
健
均
整
師
・
村
中
史
郎
氏
　
定

員
先
着
八
十
人
　

費
用
無
料

惠
１
月
2
0日
金
午
前
９
時
か
ら
直

接
ま
た
は
電
話
で
健
康
増
進
セ
ン
タ

ー
（
容
6
5－
5
5
8
8

番
）
　へ

福

祉

人

材

活

用

講

習

会

１

月
2
7
日

窗

～
2
9
日

㈲

、
午

前

1
0
時
～

午

後
４

時
〔
講

義
・
実

技
〕
、

１

月
3
1
日

㈹

・
２

月

１
日

困

、
午

前
９

時
～

午

後
５

時
〔
施

設

実
習

〕

会

場

柏

市

教

育

福
祉

会

館
　

対

象

福

祉
施

設

へ
の

就
職

を

希

望
す

る

人

（
四

十

歳
以

下

の

人

）
　

定

員

先

着

三

十
人
　

費
用

無

料

汰

講
義

の
み

希
望

す

る
人

も
可

兩
一
電

話
で

千

葉
県

福

祉
人

材
セ

ン

タ
１

登
0
4
3
－
2
4
8－
1
2
9
4

番

へ

日　時 会場 内　　　　容

1 /31C火)＠

小
金
保
健
セ
ン
タ
｜

健康と食生活について（講話）

2  /  7 C火)⑧

あなたの食事量は大丈夫？
自分の適量を知ろう（講話）

主婦の一食分（調理実習）

14(火)＠
健康づくりと運動

手軽にできる運動
(運動実技)

21(火)⑧
成人病を予防しよう

野菜をいっぱい食べよう

28㈲ ⑥
年代別食事のとり方
カルシウムを上手にとろう

女

性

就

業

技

術

講

習

会

会
場
千
葉
県
女
性
就
業
援
助
セ

ン

タ
ー
（
千
葉
市
中
央
区
千
葉
港

四
－

三
千
葉
県
経
営
者
会
館
内
）

費
用
無
料
（
教
材
費
の
み
自
己
負

担
）

※
子
供
同
伴
で
の

受
講
は
不
可

圃一
２
月
2
2日
困
・
2
3日

附
の
午
前

９
時
～
午
後
４
時
3
0分
の
間
に
、

本
人
が
印
鑑
と

官
製
（

ガ
キ
を
持

っ
て
、
直
接
女

性
就
業
援
助
セ
ン

タ
ー
（
昔
0
4
3
－
2
4
7
－
8
5
4
1

番
）

へ

科目 期　　間 時間 内　容 対　象 定員

経
理
事
務科

４／６～６／２

毎週火・木・金曜日

(全24回)

午
前
９
時

30
分
Ｓ
午
後
３
時

30
分

簿記検定

２級程度

簿記検定

３級程度の人
30人

ワ
ー
プ
ロ
科

4 /13～6 /26

毎週月・木曜日

(全21回)
基礎から

３級程度
初
心
者

20人

４／４～６ ／１６

毎週火・金曜日

(全21回)

20人

パ
ソ
コ
ン
科

4 /10～6/22

毎週月・木曜日

(全21回)
基礎から

３級程度
初
心者

20人

4/14 ～6 /27

毎週火・金曜日

(全21回)

20人

「
昔

話

を

語

ろ

う

」
－

語

り

の

学

習

会

２
月
2
5日
出
午
後
２

時
～
４

時

会
場
青
少
年
会
館
　
内
容
語
り
の

実
践
な
ど
　
講
師
梁
川
ざ
っ
と
昔

の
会
・
横
山
幸
子
氏
　

定
員
九
十

人
　

費
用
五
百
円

圉
電
話
で
日

本
お
は
な
し
教
育
連

合
事
務
局
（
お
は
な
し

キ
ャ
ラ
バ

ン
内
）
音
4
4－
3
0
3
7

番
へ

費用…無料　定員…先着30人
※時間はＡ＝午前10時～正午

Ｂ＝午前10時～午後１時3()分
圃電話で小金保健センターQ46 ―5601番へ

中

小

企

業

新

分

野

進

出

等

円

滑

化

推

進

セ

ミ

ナ

ー

２

月
1
0日

齏

午
後
１

時
か

ら

会
場

ホ
テ
ル

ニ
ュ

ー
ツ

カ
モ
ト

♀

葉
市
）
　
　対

象
中
小
企
業
経

営
者
お
よ
び
管
理

者
、
中
小
企
業

関
係
団
体
役
職
員
　
定
員
先
着
二

百
人
　
費
用
無
料

惠
１
月
3
1日

㈹
ま
で
に
、
所
定
の

受
講
申
込
書
を
〒
2
6
0
千
葉
市
中
央

区
市
場
町
一
―
一
千
葉
県
商
工
労

働
部
工
業
課
指
導
係
へ

閲
商
工
課
調
整
係

学

芸

員

定

期

講

演

会

「

過

去

帳

の

話

」

１
月
2
2日
㈲
午
後
１
時
3
0分
か

ら
　

会
場
市
立
博
物
館
　

定
員
先

着
八
十
人
　

費
用
無
料

醋
市
立
博
物
館
昔
8
4－
8
1
8
1

番商

店

街

近

代

化

講

習

会

内

容
商
店
活
性
化
へ
の
道
　

講

師
中
小
企
業
診
断
士
・
大
橋
唯
男

氏
　
対

象
商
店
経
営
者
　
費
用
無

料期　　日 会　　　　場

2/2 困 稔台市民センター

3廁 市民劇場

10吻 二十世紀が丘市民センター

15團 古ヶ畸市民センター

17喞 松飛台市民センター

22團 小金市民センター

23附 常盤平市民センター

2朏 新松戸市民センター

3/2 附 馬橋市民センター

固
商
工
課
調
整
係

時30分～ ８時50分時間…午後 ７

職業訓練センター
(テクノ21)

講座案内

〔富 士通ＦＭ-ＴＯＷＮＳ使用 〕

講　　座　　名 日　　　　　　　　時 定　員 費　用

ワープロ・パソコン入門講座

２／２附・３廊 午後１時30分～４時3G分

各回６人 5,000円

９困・10廁 午前９時30分

～午後Ｏ時30分14(火)・15團

３／１團・２困

午後１時30分～４時30分７(火)・９困

14(火)・16困

ワープロオアシス基礎講座 2 /18圉・25山
午前10時～午後５時

各回10人 12,000円

ワープロオアシス応用講座 3 /18出・25(土)

ワープロソフト一太郎入門講座 3/7 ～16の火・木曜日、午前勁3膀~午後12時30分

ロ ータス１・２・３入門講座 2/6 ～16の月・木曜日、午後1時3吩～4時30分

ロータス１・２・３応用講座 ３／４圉・11山、午前10時～午後５時

パソコン講座

(MaclntoshL0630 使用)

2/7C 火)・
８團

・21(火)・2200
午前コース

午前９時30分～正午

午後コース

午後１時30分～４時

各コース

３人

12,000円

テキスト代

2,000円

3/60 月)・
８團

・10廊 ・13(月)

3/22 團 ・23㈲・24啻 ・27(月)

1
1
1

小金原 梅澤　 秀行さ/し

真由子匹

049-3200 番19-3)(小金原 １固松戸地域職業訓練センター

※
こ

の
欄

に
登
場

し
て
く

だ
さ
る

カ
ッ
プ
ル
を

募

集
し
て

い
ま
す
。

閲
広
報

課

ｊ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｊ

―

Ｉ

；

―

Ｉ

Ｉ
；

’

‐
・

Ｉ

↓

！
－

フ

ラ

ワ

ー

ア

レ

ン

ジ
メ

ン

ト

特

別

講

座

１

月
2
9日
㈲
午
前
1
0時
～
午
後

２
時
　

会
場
馬
橋
市
民
セ
ン
タ

ー

費
用
二
千
円
（
花
材
費
）

固
フ
ロ
上

ブ
ル

ー
ア

ー
ト

花
の
友

の
会
・
阿
部
登
4
9－
0
0
0
8

番

食生活講座

※タイトルが色刷 りの ものは、市の主 催です。

図

書

館

市

民

講

座

・

児

童

文

学

講

演

会

「

マ

ン

ガ

文

化

と

活

字

文

化

」

２
月
1
0日
窗
午
後
１

時
～
３

時

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン

タ
ー
　
講

師
児
童
文
学
者
・
中
尾
明
氏
　

費

用
無
料
　

定
員
先
着
六
十
六
人

圃
１
月
2
4日

㈹
午
前
９

時
か
ら
、

電
話
で

市
立
図
書
館
音
6
5－
5
1

1
5
番
へ

共
働

き
の

私
た
ち
に

と
っ
て

一
番
大
切

な
の
は
夕
食
の
時
間

。
料
理
が
う
ま
い
せ
い

か
話
も
弾
み

、

一
日
の
で

き
ご
と

を
報
告

し
あ
っ
た

り
、
将
来
の

夢
を
語
り
合
え

る

こ

の
時
間

は
、
最
高
の

一
時
で
す

。

彼女の手料理は

最高の味です

新婚さんこんにち

は



家

庭

婦

人

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会
２
月
2
6日
㈲
、
３

月
５
日
面
、

午
前
８

時
3
0分
か
ら
　
会
場
運
動

公
園
体
育
館
　
対
象
市
内

在
住
の

女
性
チ

ー・
ム
　
費
用
一
チ

ー
ム
ニ

千
円
　

代
表
者
会
議
２
月
1
8日
出

午
後
１
時
か
ら
運
動
公
園
武
道
館

会
議
室
で

惠
２
月
４
日
出
ま
で
に

、
所
定
の

（

ガ
キ
で

〒
2
7
0
松
戸
市
千
駄
堀
一

六
七
七
－

二
北
見
敦
子
（
登
4
3－

9
0
6
6

番
）
　へ

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

２

月

２

日

～
３

月
3
0
日

の

毎
週

木

曜
日
（
祝

日

除
く

）
、
Ａ

ク
ラ

ス

＝

午

前
９

時
3
0
分

か

ら

、
Ｂ

ク
ラ

ス

Å
1
1
1
1

一
時
1
5
分

か
ら

、
ｃ

ク
ラ

ス

＝

午

後
１

時

か
ら
　

会

楊

栗

ヶ

沢

公
園

庭
球
場

対

象

市

内
在

住
・
在

勤
者

費
用
六
千
円
（
保
険
料

含

む

）

惠
１

月
2
5
日
困

ま

で

に

、

往

復
（

ガ

キ
に

住

所
・
氏

名
・
電

話

番

号
・

希

望

ク
ラ

ス

（
第
三

希

望

ま
で

）
・

返

信
用

あ
て

名

を

記
入

し
て

、

〒

2
7
0
松
戸

北

局

私

書

箱

一
二

号

松
戸

市

テ
ニ

ス

協
会

へ

黯

平

木

酋
4
8－
6
7
8
4

番

市

野

球

協

会

・

平

成

７

年

度

参

加

申

し

込

み

の

受

け

付

け

２
月
1
2日

㈲
午
前
９
時
～
午
後

３

時
　

会

場
運

動
公

園
会

議
室

費
用

年
会
費
三
万
円
（
申
し

込
み

時
に
納
入
）
　

参
加

資
格
ク
ラ

ブ

チ

ー
ム
＝
市
内

在

住
の

人
で

構

成
、
会
社
官
公
庁
＝
市
内
同
一
事

業
所
に
勤
務
す
る
人
で
構
成

固
高
野
容
4
1－
9
6
4
3

番

雪

に

親

し

む

会

２
月
2
5日
出
午
後
８
時
伊
勢
丹

松
戸

店
前
集
合
、
2
6日
㈲
午
後
９

時
帰

着
　
会
場
羽
鳥
湖
ス
キ
ー
場

費
用
一
万
七
千
円
（
バ
ス
・
朝
食
・

保
険
料
含
む
）
　
定
員
先
着
三
十

八
入

（
子
供
の
一
人

参
加
は
小
学

校
四

年
生
以
占

固
松
戸
市
ス
キ
ー
連
盟
・
高
橋
昔

6
2－

１
只
）０
０
番

ス
ポ
ー
ツ

新

春

マ

ラ

ソ

ン

大

会

２
月
1
2日
収
〔
雨
天
の
場
合
は

1
9日
収
に
延
期
〕
午
前
８

時
か
ら

受
け
付
け

、
午
前
９

時
3
0分
ス
タ

ー
ト
　

会
場

新
松

戸
南

小

学
校

種
目
①
小
学
校
一
犬

二
年
生
男
・

女
（
親
子

同
伴
・
各
一
キ
ロ
）

②

小
学
校
四

上
（

年
生
男
・
女
（
各

三
キ
ロ
）
③
中

学
校
一
生

二
年
生

男
・
女
（
各
五
キ
ロ
）
　
　費
用
無

料画
当
日
会
場
で

固
青
少
年
相
談
員
・
野
村
容
4
4－

7
5
0
3

番

○

譲
り
ま
す

〔
家
具
〕
学
習
机
一
万
円
◆
パ

イ
プ
（

イ
チ
ェ
ア
二
千
円
◆
布

張
り
ソ
フ

ァ
ー
ニ

個
セ
ッ
ト
ニ

千
円
◆

食
卓
テ
ー
ブ
ル

無
料

〔
電
気
製
品
〕
ス
ト

ー
ブ
ハ

百

円
◆
ラ

ジ
エ

ー
タ
ー
ヒ

ー
タ
ー

ハ

千
円
◆

卓
上
ミ
シ
ン
四
千
五

百
円
◆

ク
ッ
キ
ン
グ
カ
ッ
タ
ー

三
千
五
百
円
◆
卓
上
天
ぷ
ら
フ

ラ
イ
ヤ
ー
三
千
円
◆
ダ
ブ
ル

カ

セ
ッ
ト
三
千
円
◆
ミ
キ
サ

ー
五

百
円
◆
乾
燥
機
無
料
◆
冷
蔵
庫

二
千
円
◆
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ナ
ー

三
千
円
◆
コ

ー
ド
レ
ス
ア

イ
ロ

ン
七
千
円
◆
カ
ー
ペ
ッ
ト
三
畳

無
料
◆
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ス

タ
ー

五
百
円
◆
部
屋
置
き
型
ク
土

フ

上

芋

円

〔
子
供
用
品
〕
Ａ
型
ベ
ビ
ー
力

士

二
千
円
・
千
円
◆
Ｂ
型
ベ
ビ

ー
カ

ー
二
千
円
◆

ベ
ビ
ー
ベ
ッ

ド
五
千
円
二
点
◆
お
食
い
初
め

用

食
器
セ
ッ
ト

無
料
◆
チ

ャ
イ

ル

ド
カ

ー
シ
ー
ト
千
円
◆
ベ
ビ

ー・
フ
ェ
ン
ス
千
円
◆
ベ
ビ
ー
ラ

ッ

ク
二
千
円
◆

歩
行
器
千
円

〔
ス
ポ
ー
ツ
用
品

・
楽
器
〕
ス

市

民

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

冬

季

大

会

（

ダ

ブ

ル

ス

）

２

月
1
2日
㈲
午
前
９

時
～
午
後

７

時
　

会
場

運
動
公

園

体
育

館

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

費
用
一
人
千
二
百
円
（

未
登
録
者

は
千
五
百
円
）
　

内
容

男
女
共
一

部
～
四

部

惠
１

月
3
0日
㈲
ま
で
に

、
費
用
を

所

定
の

振
込
用

紙
ま
た

は
現

金

書

留
で

〒
「
Ｊ
松
戸

市
小

金
原

九

上

〒

匸
一
磯
野
照
磨
へ

固
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
・
長
谷
川

｛
一一
4
1－
7
9
2
5

番

キ

ー

板

七

千
円

◆

テ
ニ

ス
ラ

ケ

ッ

ト

二

千

五
百

円

◆

エ
レ

ク
ト

ー
ン

無

料

〔
日

用

雑

貨

〕
介

護

用

ベ

ッ

ド

無
料

◆

人

形
ケ

ー
ス

二

千

円
◆

ブ

ー
ツ
2
3
セ
ン

チ

一
万

円

◆
石

油

フ

ァ

ン
ヒ

ー
タ

ー
千

円

◆

英

文

タ

イ

プ
ラ

イ

タ

ー
千

円

◆

和

服

用

ぞ

う

り

二
千

円

◆

ガ

ス

オ

ー
ブ

ン
（
都

）
無

料
◆

双

眼

鏡
1
2

×
5
0
五

千

円

・
７

×
5
0
五

千
円

惠
１

月
2
5
日
團

〔
当

日

消

印

有

効
〕

ま
で

に

、
（

ガ

キ

に

希
望

品

名

（
品

物

一

点
に

つ

き

一
人

一
枚
）・
価

格
・
住

所
・
氏

名
・
電
話

番
号

（
昼

間

お

勤
め

の

人

は

勤

務
先

の

電

話

番

号
）

を

記

入
し

て

、

〒
2
7
1松

戸

市
小

根

本

七
Ｉ

家

庭

婦

人

卓

球

大

会

２

月
1
4日

㈹

午
前
９

時
か

ら

会
場
運
動
公
園
体
育
館
　

対
象
市

内
在
住
・
在
勤
の
女
性
　
内
容
ラ

ン

ク
別
抽
選
団
体
戦
３
Ｗ
　

費
用

一
人
六
百
円

匣
２
月
７
日
㈹
午
前
1
0時
か
ら
運

動
公

園
武
道
館
会
議
室
で
行
わ
れ

る
組
み
合
わ
せ
会
議
で

固
松
戸
市
家
庭
婦
人
卓
球
連
盟
・

石

渡
容
4
6－
1
3
7
4

番

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
教
室

１
月
2
2日
～
２

月
５
日
の
各
日

曜
日
（
全
三
旦

、
午
前
９

時
～
正

午
　

会
場

常

盤
平

第
一
小

学
校

費
用
無
料

圉
当
日
現
地
で

固
体
育
指
導
委
員
・
染
谷
酋
8
7－

7
6
3
2

番

八
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
第
ニ
ビ
ル

松
戸
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ

※
相
手
の
紹
介
は
月
末
に
抽
選

し
、
当
選
者
に
電
話
連
絡
し

ま
す
。
紹
介
後
は
自
主
交
渉

に
な
り
ま
す
。

○
次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

品
物
を
譲
り
た
い
人
は

、
１

月
2
4日
㈹
ま
で
に
、
電
話
で

申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
一
人
三

点
ま
で
）
。
２
月
2
0日
号
に

掲
載

し
ま
す
。
価
格
は
一
万

円
ま
で

で
、
衣
料
品

・
食
料
品
・
自
転

車
な
ど
は
扱
い
ま
せ
ん
。

固
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
容
6
6－

7
3
2
9

番

松

戸
市

民

コ

ン

サ

ー

ト

２

月
1
9
日
皿

午

後
２

時
開
演

会

場
森
の

ホ

ー
ル
2
1
大
ホ

ー
ル

内
容
「
カ
ル
メ
ン
」
組
曲
・「
ウ
ィ

ー
ン
の
調
べ
」
　

費
用
指
定
席
二

千
円
・
自
由
席
千
五
百
円

閲
松
戸
市

音
楽
協
会
・
大
沢
昔
8
3

－
0
1
1
1

番

野

鳥

観

察

会

（
船

橋

海

浜

公

園

）１

月
2
2日
囲
午
前
８
時
松
戸
駅

東
ロ
デ
ッ
キ
上
に

集
合
、
午
後
０

時
3
0分
現
地
解
散
　
内
容
人
工
干

潟
と
海
に
集
ま
る
冬
鳥
　
持
ち
物

筆
記
具
・
観
察
用
具
・
長
靴
・
防

寒
具
・
弁
当
な
ど

問
側
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基

金
昔
4
5－
9
8
4
6

番

市

立

博

物

館

館

内

公

開

２

月

‥‥一
日

竕

、

午

前
1
0
時
3
0
分

と

午

後
１

時
3
0
分

か

ら

各

一

時
間

内

容

収

蔵

庫

・
研

究

室

な

ど

博
物

館

の

裏

側

を

見

学
　

費

用

無

料

定

員

各

回

先

着
十

五

人

珥
一
電

話

で

市

立

博

物
館

容
8
4－
8

2
7
2

番

へ

松

戸

東

・

北

・

中

央

子

ど

も

劇

場

低

学

年

例

会

①
１
月
2
9日

㈲
午
後
２

時
と
５

時
開
演

②
１

月
3
1日
㈹
午
後
５

時

4
5分
開
演
　

会
場
市
民
会
館
　
内

容
人
形
劇
団
ひ
と
み
座
「
長
く
つ

下
の
ピ
ッ
ピ
」
　

費
用
三
千
五
百

円固
松
戸
東
子
ど
も
劇
場
・
荒
井
容

8
4－

Ｏ
［
Ｄ
０
４

番

催

し

物

難

病

相

談

（

在

宅

療

養

者

の

つ

ど

い
）

１
月
3
0日
囲
午
後
１

時
～
４
時

会
場
東
葛

飾
合
同
庁
舎
　
内
容
神

経
系
難
病
者
の
食
生
活
や
日
常
生

活
の
工
夫
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情

報
な
ど
　

費
用
無
料

惠
１
月
2
5日
團
ま
で
に

、
電
話
で

松
戸
保
健
所
予
防
課
昔
6
1
1
2
1

2
1
番
へ

文

化

財

防

火

デ

ー

ー
月
2
6
日

團

午
前
1
0
時
～

い
1
1
1
1

時

会

場
本

土

寺
　

内

容

文

化

財
の

防

火

訓
練

問

社
会

教

育

課

文
化

財

係

容
6
6
1

7
4
6
2

番

千

葉

県

発

明

考

案

展

１
月
2
0日
窗
～
2
2日
㈲
、
午
前

1
0時
～
午
後
８

時
（
2
2日

は
午
後

７

時
ま
で

）
　
会
場
ト

ー
キ
ョ
ー
・

ペ
イ
ら
ら
ぽ
１
と
（
船
橋
市
）

固
社
団
法
人
発
明

協
会
千
葉
県
支

部｛
一一
0
4
3
よ

…一－
0
6
6
8

番

よ
こ

す
か
ウ
イ

ン
ド
ア

ン
サ

ン
ブ
ル
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
コ
ン

サ

ー
ト

２
月
５
日

㈲
午
後
２
時
開
演

会
場
市
民
会
館
　
費
用
無
料

固
渋
谷
昔
0
4
7
1
1
肌
－
1
1

5
2
番

外

国

人

に

よ

る
日

本

語

ス

ピ

ー
チ

コ

ン

テ

ス

ト

ー
月
2
8日
出
午
後
１

時
～
４

時

3
0分
　

会
場
千
葉
県
教
育
会
館
大

ホ
ー
ル
（
千
葉
市
）
　

費
用
無
料

固
県
教
育
庁
生
涯
学
習
部
社
会
教

育
課
容
0
4
3
－
2
2
3
－
4
0
7
1

番

千

葉

県

中

途

失

聴

者

・

難

聴

者

東

葛

地

区

例

会

１

月
2
7日
窗
正
午
～
午
後
３
時

会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン

タ
ー
　
対

象

東
葛

地
区

在
住

の
中

途
失

聴

者
・
難
聴
者
　
内
容
学
習
と
交
流

会
　

費
用
無
料

問
田
中
昔
4
6－
7
1
2
4

番
、
岡

野
隰
4
7－
5
6
5
5

番

商

工

会

議

所

・

な

ん

で

も

相

談

日２

月
５

日

㈲
午

前
1
0
時
3
0分

～
午
後
３

時
　
会
場
イ
ト

ー
ヨ
ー

カ
堂
松
戸

店
六
階
催
事
場
　
内
容

法
律
・
相
続
・
税
金
・
登
記
・
不

動
産
売
買
・
建
築
設
計
・

社
会
保

険
・
労
働
保
険
・
教
育
な
ど
　

担

当
者
弁
護
士
、
税
理
士
、
司
法
書

士
、
建
築
士
、
塾
教
師
ほ
か
　

費

用
無
料

鬩
松
戸
商
工
会
議
所
音
6
4
1
3
1

1
1

番

障

害

児

者

と

と

も

に

楽

し

む

コ

ン

サ

ー

ト

２
月
４

日

出

午

後
２

時

開
演

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
　

出
演
高
橋
寛
ほ
か
（
み

ゅ
～

じ
館
）
　
　費
用
五
百
円
（
障
害
児

者
は
無
料
）

固

障
害
者
問
題
研

究
会
松
戸
サ

ー

ク
ル
・
近
藤
登
8
7－
1
6
6
7

番

福

祉

バ

ザ

ー

２
月
1
2囗
㈲
午
前
1
0時
～
午
後

１

時
　
会
揚
市
民
会
館

寮
品

物
の

提
供

を
お
願

い
し

ま

す
。
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
お

伺
い
し
ま
す
。

固

福
祉
作
業
所
ひ
ま
わ
り
内
松
戸

手
を
つ
な
ぐ
親
の

会
容
4
7－
1
5

3
2
番

新

春

市

民

将

棋

大

会

１
月
2
2日

㈲
午
前
1
0時
～
午
後

４

時
（
受
け
付
け
は
午
前
９

時
か

ら
）
　
会
場
市
民
会
館
　

対
局
五

対
局
変
則
リ
ー
グ
　
費
用
一
般
千

五
百
円

、
学
生
千
円
（
昼
食
代
を

含
む
）

削
当
日
会
場
で

固
松

戸

将

棋
愛

好
会
・
林

容
8
5

－
4
3
6
9

番

障
害
者
に
理
解
を

心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

パークセンター（21世紀の森と広場）２月の催し物

行　　　事　　　名 日　　時 講　　師 定員

自然観察会

｢冬芽ウォツチンプー木の顔さがし｣

４田

午後１時3〔汾～３時30分

国立科学博物館附属

自然教育園

萩原信介氏

先着

30人

園芸教室

｢早春の庭木の手入れ｣

11吩

午後１時30分～３時

みどりの相談員

田口峯男氏

先着

20人

みどりの講習会

｢洋蘭のつくり方｣

12(日)

午後１時30分～３時30分

蘭栽培家

渡辺陽一郎氏

先着

40人

園芸教室

｢さぎ草のつくり方｣

16困

午後１時30分～３時

みどりの相談員

渡辺重吉郎氏

先着

20人

みどりの教室

｢渡りをする鳥たち｣

19(日)

午後１時30分～３時

山階鳥類研究所

杉森文夫氏

先着

40人

園芸教室

｢園芸用土と肥料｣

26(日)

午後１時30分～３時

みどりの相談員

渡辺重吉郎氏

先着

20人

お

は

な

し

キ

ャ

ラ

バ

ン

へ(月曜休館)パークセンター酋45-8900番惠電話でﾉ

期日 会　場 時間 形態

1/20c
稔台市民

センター

午
後
３
時
Ｓ
４
時

キ
ャ
ラ
バ
ン26附

常盤平市

民センタ

ー

27廁
六実市民

センター

2/2 困
明市民セ

ンター

3廁
五香市民

センター

対象３歳～９歳　費用無料

でんわおはなしキャラバン
a77 ―OOOOH

固
市
立
図
書
館｛
一一
6
5－5
1
1
5

番

健康保険証

を忘れずに

◆テレホン案内サービス…………S66-0010 番

平日・午後５時～翌朝午前９時
休日と土曜・午前９時～翌朝午前９時

◆夜間急病診療所…………………S68-3756 番

衛生会館内・毎日午後８時～11時
◆休日土曜日夜間歯科診療所……登65-3430 番

衛生会館内・午後８時～11時

緊急医療

体制

リ
サ
イ
ク
ル
広
場



ハ コ ペ

〔繁縷〕

－ ナデシコ科一一

見られる所一 道端や畑など

花の時期

花の色

３月～９月

白色

草全体がやわらかな緑で、小粋な白花は一層

やさしさを加えています。細かい花びらは、10

枚に見えますが２枚ずつ根元がくつついてい

て、実際は５枚です。

秋に芽を出し、茎や葉を低く伸ばした姿で冬

の寒さをしのぎ、春早く大きくなりますが、日

だまりでは冬でも花を付けています。よく繁り、

ほぼ1 年中成長を繰り返していることは、漢字

の名前からもうかがえます。

春の七草のーつで、七草がゆにして食べます

が、青くささが残ります。天ぷらにすると甘み

が出て、おいしく食べられます。

常盤平けやき通りが

新春の澄んだ青空の下で

七草マラソン大会

み
ど
り
の

歳
時
記

声援に送られ、力走 するラン ナー

｢新・日本街路樹百景｣に
常盤平けやき通りが「新･日本街路樹百景」

（読売新聞社主催）に選ばれました。

これは、心に潤いとやすらぎを与える街路

樹や並木にスポットを当て、緑豊かな街づく

りについて考えてもらおうと行われたもの。

ケヤキの木は、昭和36年の常盤平団地の完

成時に植えられ、30年以上たった今では高さ

が20ﾒｰﾄﾙにもなっています。

常盤平駅から南に伸びた約１ｷﾛの道路沿い

に続くケヤキ並木は、夏は緑のトンネル、秋

は紅葉、冬はほうき状の樹形と、四季おりお

りの風情が市民に親しまれています。

市では認定証のプレートを現地に設置し、

今後もケヤキ並木を守り続けていくことにし

ています。

夏には１ｷﾛも続く緑のトンネル

松戸市七草マラソン大会が１月８日、昨年

改装された運動公園陸上競技場をスタート

（ゴール）として行われました。

この大会も回を重ねて今年で40回、お正月

恒例の行事になっています。

当日は晴天に恵まれ、一般男子１部の10鬚

や中学女子の部の3.1* などの８種目で健脚

を競いました。

今年の参加者は、去年より200人以上も多い

1,150人で、午前９時からの開会式の後、種目

別にスタート。

友達同士励まし合いながら走る中学生や、

沿道から温かい声援を送っている親子連れな

ど、なごやかな光景が見られました。

行ってみました

秋 山

施設

案内

三浦　 広一さん

河
川
敷
に
あ
る
の
で
、
広
々
と
し
て
気

持
ち
い
い
で
す
ね
。
の
び
の
び
と
プ
レ
ー

で

き
る
の
が
、
気
に
入
っ
て
利
用
し
て
い

ま
す
。

新作　香川
とも

知
さ ん

6
0歳
か
ら
走
り
始
め
、

昨
年
は
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ

ン
で
完
走
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
無
理
を
せ

ず
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
走
り

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

身近な街の話題をお寄せください。

醴広報課

江戸川の河川敷に整備されており、軟式野球場

が８面と、ソフトボール場が５面、サッカー場（ラ

グビーにも使用可）が２面あります。

利用は無料ですが、予約が必要ですので、事前

に申し込みの上、ご利用ください。

●交　　　通　松戸駅東口から京成バス「江戸川

台駅」行きで、「古ヶ崎中学校」下車後、徒歩２

分。または松戸駅西口から、徒歩20分。

●利 用 料 金 無料

●利 用 時 間　日の出から日没まで

●休　園　日　なし

●問い合わせ　スポーツ課昔63－9241番

古ヶ崎スポーツ広場

街の話題
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